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『
岩
崎
純
一
全
集
』 

第
七
十
六
巻
「
芸
術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
一
の
六
）」 

 

三
次
元
無
形
動
的
芸
術
（
音
楽
、
歌
謡
、
雅
楽
、
歌
垣
） 

 
編
纂
、
監
修 
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所
『
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全
集
』
編
纂
局
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巻
頭
言 

  

本
巻
は
、『
岩
崎
純
一
全
集
』
の
第
七
十
六
巻
を
成
し
、
岩
崎
の
言
語
の
著
作

物
の
う
ち
、
三
次
元
無
形
動
的
芸
術
（
音
楽
、
歌
謡
、
雅
楽
、
歌
垣
）
に
関
す

る
述
作
を
収
め
る
。 

 

目
次 

 

巻
頭
言 

 

第
一
編 

〇
歳
～
十
九
歳 

 

第
二
編 

二
十
歳
～
二
十
九
歳 

作
曲
・
音
楽
情
報 

作
曲
し
た
主
な
楽
曲
（
試
聴
で
き
ま
す
） 

楽
曲
の
購
入
・
使
用
の
ご
要
望
、
作
曲
・
編
曲
の
ご
依
頼
に
つ
い
て 

過
去
の
楽
曲
提
供
歴 

音
楽
制
作
環
境
（
マ
シ
ン
・
Ｏ
Ｓ
・
音
楽
専
用
Ｏ
Ｓ
・D

A
W

） 

過
去
の
Ｃ
Ｄ 

作
曲
・
音
楽
関
連
リ
ン
ク 

共
感
覚
・
閃
輝
暗
点
に
関
す
る
自
作
音
楽 

『
共
感
覚
幻
想
曲
』 

女
性
の
性
周
期
の
聞
こ
え
方 

『
花 

- 

共
感
覚
者
五
十
人
に
よ
る 

-

』 

音
楽
に
見
え
る
共
感
覚
色
や
時
空
間
に
お
け
る
位
置 

「
花
」
と
い
う
字
の
共
感
覚
色
を
募
集 

ブ
ロ
グ
の
表
示
＆
「
花
」 

「
花
」
の
件 

「
花
」
の
締
切
日
＆
説
明 

過
去
の
ブ
ロ
グ
記
事
の
整
理 

「
花
」
の
募
集
を
停
止
し
ま
し
た 

「
花
」
の
曲
の
掲
載 

『
花 

～
共
感
覚
者
五
十
人
に
よ
る
～
』
を
掲
載
！ 

交
響
組
曲 

『
月
ノ
巡
リ
』 

（S
y
m

p
h

o
n

ic 
S

u
ite

 

“F
e
m

a
le

 

M
e
n

stru
a

l C
y
cle

”） 

音
を
「
見
る
」
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い 

-  

「
共
感
覚
」
と
は
何
か 

- 

 

第
三
編 

三
十
歳
～
三
十
九
歳 

約
五
十
曲
分
のM

P
3

を
掲
載
し
ま
し
た
。 

音
楽
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
購
入
）
御
見
積
り
・
御
注
文
フ
ォ
ー
ム 

音
楽
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ペ
ー
ジ 

音
楽
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
販
売
を
開
始 

 

第
四
編 

四
十
歳
～
四
十
九
歳 

 

第
五
編 

五
十
歳
～
五
十
九
歳 

 

第
六
編 

六
十
歳
～
六
十
九
歳 

 

第
七
編 

七
十
歳
以
降 

 

第
八
編 

著
作
者
の
一
部
お
よ
び
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の 

 
第
九
編 

著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の
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第
二
編 

二
十
歳
～
二
十
九
歳 

 

作
曲
・
音
楽
情
報 

  

二
〇
〇
四
年
一
月
十
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
四
年
四
月
二
十
四
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 
最
終
更
新 

（
二
〇
一
八
年
七
月
十
五
日
追
記
：
現
在
、
岩
崎
の
旧
サ
イ
ト
の
内
容
は
『
全

集
』
に
収
録
。
） 

 

『
絵
画
を
理
解
す
る
た
め
の
三
つ
の
契
機
』
を
作
曲
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
岡
崎

莉
望
様
の
絵
画
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
） 

 
 
 
 

特
設
ペ
ー
ジ 

『
絵
画
を
理
解
す
る
た
め
の
三
つ
の
契
機
』 

 

 

『L
o
v
e
sick

 M
o
o
n

』 

二
〇
一
〇 

 
M

P
3

で
聴
く 

 

恋
の
病
に
か
か
っ
た
月
。 

 

 

『S
e
n

tim
e
n

ta
l E

x
p

re
ss

』 

二
〇
一
一 

 
M

P
3

で
聴
く 

  
 

感
傷
的
な
急
行
列
車
。
元
は
新
幹
線
に
乗
っ
て
い
る
と
き
に
思
い
つ
き
ま
し

た
が
、
そ
う
い
っ
た
超
特
急
列
車
（S

u
p

e
re

x
p

re
ss

）
や
急
行
列
車
（E

x
p

re
ss

）

で
の
旅
を
表
現
し
た
曲
で
す
。 

 

『T
o
k

y
o
 B

a
y
 S

id
e

』 

二
〇
一
二 

 
M

P
3

で
聴
く 

  
 

東
京
湾
沿
岸
（
ト
ー
キ
ョ
ー
・
ベ
イ
サ
イ
ド
）
の
風
景
。
海
浜
公
園
、
ベ
ン

チ
、
歩
道
、
街
灯
、
港
、
空
港
、
夜
景
・
・
・
。 

 

『T
o
k

y
o
 S

k
y
sca

p
e

』 

二
〇
一
三 

 
M

P
3

で
聴
く 

  
 

東
京
の
空
域
景
観
。
地
平
線
、
高
層
ビ
ル
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
港
、
空

港
、
夜
景
・
・
・
。
い
わ
ば
『T

o
k

y
o
 B

a
y
 S

id
e

』
の
姉
妹
曲
。 

 

二
〇
一
四
年
二
月
二
十
七
日 

★
音
楽
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
ご
購
入
に
は
以
下
の
フ
ォ
ー

ム
が
便
利
で
す
。 

  
 
 
 

音
楽
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
購
入
）
の
ご
注
文
は
こ
ち
ら 

 
 
 
 

音
楽
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
購
入
）
御
見
積
り
・
御
注
文
フ
ォ
ー
ム 
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好
き
な
音
楽
の
本
（
ペ
ー
ジ
の
中
ほ
ど
） 

 

好
き
な
音
楽
の
本 

S
Y

M
P

H
O

N
IC

A
 W

e
b

 C
o
n

ce
rt 

で
の
紹
介 

 S
Y

M
P

H
O

N
IC

A
 W

e
b

 C
o
n

ce
rt 

純
一
（
作
曲
家
）
の
紹
介 

Ｃ
Ｄ
紹
介 

『
幽
玄
』
『
刻
燈
』 

音
楽
学
・
音
楽
理
論 

 

作
曲
す
る
言
葉 

～
音
楽
を
つ
く
る
こ
と
に
関
心
が
あ
る
人
へ
～ 

も
の
え
氏
の
サ
イ
ト
。
質
の
高
い
音
楽
学
・
音
楽
美
学
論
。 

創
作
田
園
地
帯 

須
田
佳
典
氏
の
サ
イ
ト
。
質
の
高
い
音
楽
学
・
音
楽
美
学
論
。 

  

作
曲
し
た
主
な
楽
曲
（
試
聴
で
き
ま
す
） 

  

二
〇
〇
四
年
一
月
十
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
四
年
四
月
二
十
四
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
六
月
二
十
二
日 

更
新 

 

二
〇
二
〇
年
九
月
五
日 

最
終
更
新
（
バ
レ
エ
上
演
写
真
、
新
聞
を
追
加
） 

 

有
料
（
試
聴
版
は
無
料
） 

二
〇
一
四
年
二
月
二
十
七
日 

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
販
売
開
始 

こ
れ
以
降
に
作
曲
・
発
表
し
た
楽
曲
も
、
順
次
追
加 

 

著
作
者
及
び
著
作
権
者
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
必
要 

 

解
説 

交
響
詩 

幻
想
曲 

管
弦
楽
曲
・
協
奏
曲
・
和
楽
器
管
弦
楽
曲 

室
内
楽
曲 

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
（
派
生
曲
も
掲
載
） 

民
族
音
楽 

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー 
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ピ
ア
ノ
曲
（
派
生
曲
も
掲
載
） 

ジ
ャ
ズ 

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン 

音
楽
学
・
音
楽
美
学
上
の
試
み
や
、
特
殊
知
覚
・
共
感
覚
を
用
い
た
音
楽
的
な

試
み 

 

解
説 

 

●
私
の
主
な
作
品
のM

P
3

デ
ー
タ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
無
断
で
の
転
載
・

改
変
を
禁
じ
ま
す
。
） 

●
過
去
の
Ｃ
Ｄ
に
収
録
し
た
曲
な
ど
、
音
質
を
落
と
し
て
あ
る
曲
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
下
さ
い
。 

●
無
料
配
信
の
た
め
、
予
告
な
く
再
録
音
・
再
掲
載
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

（
そ
の
場
合
で
も
、
な
る
べ
く
更
新
の
お
知
ら
せ
は
致
し
ま
す
。） 

 

●
一
部
の
曲
は
、
以
下
のY

o
u

T
u

b
e

ペ
ー
ジ
で
も
お
聴
き
い
た
だ
け
ま
す
。 

 Y
o
u

T
u

b
e

内
の
私
の
ペ
ー
ジ 

 

◇
作
曲
： 

岩
崎
純
一 

◇
録
音
・
デ
ー
タ
制
作
： 

IJ
 A

R
T

 M
U

S
IC

（
岩
崎
純
一
個
人
の
音
楽
レ
ー

ベ
ル
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
さ
ん
な
ど
の
ご
参
加
も
あ
り
ま
す
。） 

◇
交
響
詩
・
協
奏
曲
・
管
弦
楽
曲
な
ど
に
付
し
た
★
マ
ー
ク
の
記
載
は
、
順
に

木
管
・
金
管
・
打
・
鍵
・
弦
の
編
成
を
表
す
。 

◇
年
号
は
一
応
の
作
曲
完
了
年
。 

 

◆
作
曲
な
ど
の
ご
依
頼
は
、
以
下
の
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。 

作
曲
・
編
曲
の
ご
依
頼
、
楽
曲
使
用
の
ご
要
望
に
つ
い
て 

過
去
の
楽
曲
提
供
歴 

公
式
メ
ー
ル
（
学
術
関
係
、
仕
事
の
ご
依
頼
な
ど
） 

 

交
響
詩 

 

交
響
詩 

『
刻
燈
』（
こ
く
と
う
） 

二
〇
〇
四
年
五
月
十
七
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
七
年
二
月
一
日 

作
曲
終
了 

 

第
一
楽
章 

「
刻
燈 

一
」 

M
P

3

で
聴
く 

 

第
二
楽
章 

「
風
光 

一 
- 

鶯 
-

」 
M

P
3

で
聴
く 

 

第
三
楽
章 

「
刻
燈 

二
」 

M
P

3

で
聴
く 

 

第
四
楽
章 

「
風
光 

二 
- 

逍
遙 

-

」 
M

P
3

で
聴
く 

 

第
五
楽
章 

「
刻
燈 

三
」 

M
P

3

で
聴
く 

 

★
楽
器
配
置
図 
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交
響
詩 

『
刻
燈
』
（
こ
く
と
う
） 

楽
器
配
置
図 

 
 
 
 

★6
-6

-6
-4

、6
-6

-6
-4

、1
0

p
e
rc

、p
f

、
琴
・
三
味
線
・
篳
篥
・
尺
八
・
太

鼓
な
ど
和
楽
器
、
声
明
大
合
唱
、
ロ
ッ
ク
ド
ラ
ム
、strin

g
s 

 
 

神
道
・
仏
教
に
基
づ
い
た
六
管
編
成
の
大
規
模
交
響
詩
。
タ
イ
ト
ル
は
私
の

造
語
で
、「
人
は
刻
々
と
過
ぎ
る
時
を
生
き
て
命
の
と
も
し
び
を
灯
す
」
の
意
味
。 

 
 

第
一
・
三
・
五
楽
章
は
現
代
管
弦
楽
の
技
術
重
視
で
、
思
想
的
・
文
化
論
的

に
私
が
最
も
尊
敬
す
る
作
曲
家
の
一
人
で
あ
る
黛
敏
郎
氏
の
『
涅
槃
交
響
曲
』

と
『
曼
荼
羅
交
響
曲
』
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
的
雰
囲
気
を
も
織
り
交
ぜ
る
。 

 
 

第
二
楽
章
の
「
鶯
」
は
、
実
際
の
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
を
元
に
作
曲
。
第
四

楽
章
の
「
逍
遙
」
は
、
点
描
主
義
的
な
発
想
で
、
時
間
軸
に
指
で
点
を
打
っ
て

作
曲
。 

 

 

交
響
詩 

『
月
花
欄
干
』 

二
〇
〇
三
年
四
月
三
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
六
年
四
月
十
五
日 

作
曲
終
了 

 

第
一
楽
章 

「
或
る
哀
愁
に
撓
垂
れ
て
」 

M
P

3

で
聴
く 

 

第
二
楽
章 

「
挿
花
の
裾
風
」 

M
P

3

で
聴
く 

 

第
三
楽
章 

「
月
下
に
袖
枕
を
和
ふ
」 

M
P

3

で
聴
く 

 

第
四
楽
章 

「
綴
れ
舞
」 

M
P

3

で
聴
く 

 

第
五
楽
章 

「
白
砂
の
汀
に
寂
返
る
」 

M
P

3

で
聴
く 

 

第
六
楽
章 

「
月
花
欄
干
」 

M
P

3

で
聴
く 

 
 
 
 

★3
-2

-2
-2

、4
-2

-2
-1

、4
p

e
rc

、p
f

、
和
楽
器
、strin

g
s 

 
 
 
 

「
欄
干
」
と
は
、「
欄
干
た
る
月
や
星
」
の
「
欄
干
」
で
も
あ
り
、
ま
た
「
欄

干
た
る
涙
」
の
「
欄
干
」
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
鮮
や
か
な
月
光
の
下
で
涙

を
流
す
交
響
詩
」
と
の
設
定
。 

 

 
幻
想
曲 
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『
共
感
覚
幻
想
曲
』 

 
二
〇
〇
七
年
四
月
五
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
八
年
一
月
二
十
七
日 

作
曲
終
了 

 

第
一
楽
章 

M
P

3

で
聴
く 

 

第
二
楽
章 

M
P

3

で
聴
く 

 

第
三
楽
章 

M
P

3
で
聴
く 

 

★
構
想
下
書
き 

 

『
共
感
覚
幻
想
曲
』 

 
 
 
 

★3
-2

-2
-2

、3
-2

-2
-1

、3
p

e
rc

、p
f

、strin
g
s 

 
 

幻
想
曲
形
式
。
自
分
自
身
の
共
感
覚
を
題
材
に
し
て
い
る
が
、
音
楽
的
に
は

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
作
り
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 

女
性
モ
デ
ル
様
に
ご
協
力
・
ご
同
行
い
た
だ
き
、
公
園
に
て
、
自
分
自
身
の

共
感
覚
・
心
象
風
景
を
元
に
し
て
ス
ケ
ッ
チ
・
作
曲
。 

 

管
弦
楽
曲
・
協
奏
曲
・
和
楽
器
管
弦
楽
曲 

 

『
紅
梅
の
月
影
は
夢
幻
（
ゆ
め
ま
ぼ
ろ
し
）
の
ご
と
く
』 

 

二
〇
〇
七
年
六
月
二
十
四
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
九
年
七
月
八
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 
 
 

★3
-2

-2
-2

、4
-2

-2
-1

、4
p

e
rc

、p
f

、
琴
、
三
味
線
、strin

g
s 

 
 

和
楽
器
ク
ラ
シ
ッ
ク
。
繊
細
な
ピ
ア
ノ
で
始
ま
る
が
、
後
半
か
ら
大
河
ド
ラ

マ
風
の
大
仰
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
な
る
。 

 

『
冬
、
五
つ
の
幻
想
』 

 

二
〇
〇
四
年
十
二
月
十
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
六
年
四
月
十
五
日 

作
曲
終
了 

 

一 

「
時
雨 

- 

夕
さ
れ
ば 

-

」 
M

P
3

で
聴
く 

 

二 

「
落
葉 

- 

枯
木
立
に
て 

-

」 
M

P
3

で
聴
く 

 

三 

「
霜
夜 

- 

幻
惑 

-

」 
M

P
3

で
聴
く 

 

四 

「
丹
頂 

- 

求
愛
の
舞 

-

」 
M

P
3

で
聴
く 

 

五 

「
雪
花 

- 

白
き
体 

-

」 
M

P
3

で
聴
く 

 
 
 
 

★4
-3

-3
-3

、4
-3

-3
-1

、4
p

e
rc

、p
f

、strin
g
s 

 
 

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
、
管
弦
楽
曲
、
バ
レ
エ
音
楽
。
極
め
て
調
性
的
で
、
清
廉
な

響
き
の
あ
る
聞
き
や
す
い
曲
だ
と
思
う
。
交
響
曲
と
し
て
構
想
し
た
が
、「
落
葉
」

や
「
丹
頂
」
が
バ
レ
エ
曲
と
し
て
上
演
さ
れ
た
た
め
、
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
、
管
弦

楽
曲
の
小
曲
集
と
し
て
の
位
置
付
け
と
な
っ
た
。 
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『
夜
半
の
眺
め 

- 

澪
標
の
路
の
果
て
に
寄
せ
て 

-

』 

二
〇
〇
二
年
十
月
九
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
四
年
五
月
十
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 
 
 

★4
-3

-3
-3

、6
-4

-4
-1

、5
p

e
rc

、p
f

、
和
楽
器
、strin

g
s 

 
 

和
楽
器
協
奏
曲
。
三
管
編
成
に
各
種
和
楽
器
を
織
り
合
わ
せ
た
協
奏
曲
。
私

は
和
歌
も
詠
む
が
、
い
わ
ば
和
歌
を
そ
の
ま
ま
作
曲
し
た
よ
う
な
曲
で
あ
る
。 

 

『
夕
麗
』 

二
〇
〇
四
年
六
月
八
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
五
年
五
月
二
十
六
日 

初
回
作
曲
終
了 

二
〇
一
二
年
十
月
二
十
二
日 

バ
レ
エ
公
演
用
に
編
曲 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 

バ
レ
エ
曲
。
上
演
の
た
び
に
編
曲
を
加
え
、
バ
レ
リ
ー
ナ
の
人
数
も
変
動
し

て
い
る
。 

  
 
 
 

※ 

公
演
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
新
聞
よ
り 

  
 

二
〇
〇
四
年
の
バ
レ
エ
上
演 

 
 

バ
レ
エ
『
夕
麗
』
初
演
（
会
場
：
岡
山
市
民
会
館
） 

 

 
二
〇
〇
五
年
の
バ
レ
エ
上
演 

 

バ
レ
エ
『
夕
麗
』
上
演
（
会
場
：
岡
山
市
民
会
館
） 
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二
〇
〇
六
年
の
バ
レ
エ
上
演 

 

バ
レ
エ
『
夕
麗
』
上
演
（
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
倉
敷 

会
場
：
倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス

ク
エ
ア
） 

 

 
 

バ
レ
エ
『
夕
麗
』
上
演
（
第
二
回
岡
山
県
バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

会
場
：

岡
山
市
民
会
館
） 

 
 

バ
レ
エ
『
夕
麗
』
上
演
（
国
民
文
化
祭 

や
ま
ぐ
ち
２
０
０
６
） 
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『
序
曲 

- 

桜
花 

-

』 

 

二
〇
〇
四
年
十
二
月
二
十
一
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
五
年
一
月
五
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 
 
 

★3
-2

-2
-2

、4
-2

-2
-1

、p
f

、strin
g
s 

 
 

各
曲
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
付
け
る
た
め
の
小
編
。 

 

『
終
曲 

- 

花
再
び 

-

』 

 

二
〇
〇
四
年
十
二
月
二
十
一
日 
作
曲
開
始 

二
〇
〇
五
年
一
月
五
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 
 
 

★3
-2

-2
-2

、4
-2

-2
-1

、p
f

、strin
g
s 

 
 

各
曲
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
付
け
る
た
め
の
小
編
。 

 

『
紅
葉
の
朱
』
（
も
み
じ
の
あ
け
） 

二
〇
〇
四
年
十
二
月
二
十
一
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
五
年
一
月
五
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 
 
 

★3
-3

-3
-3

、4
-3

-3
-1

、5
p

e
rc

、strin
g
s 

 
 

紅
葉
を
描
い
た
小
編
。
フ
レ
ン
チ
ホ
ル
ン
ソ
ロ
の
旋
律
が
特
色
。 

 

『
秘
密
の
葉
』 

 

二
〇
〇
三
年
十
一
月
十
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
四
年
四
月
二
十
八
日 

作
曲
終
了 

二
〇
〇
四
年
六
月
二
十
八
日 

編
曲 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 
 
 

★3
-3

-3
-3

、4
-3

-3
-1

、5
p

e
rc

、strin
g
s 

 
 

典
型
的
な
三
管
編
成
だ
が
、
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
同

じ
旋
律
の
ソ
ロ
を
取
り
、
そ
の
間
は
他
の
楽
器
は
弦
楽
と
と
も
に
伴
奏
に
回
る
。 

 

『
陰
影
へ
の
序
章
』 

 

二
〇
〇
二
年
七
月
十
三
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
二
年
十
月
三
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 
 
 

★3
-3

-3
-3

、6
-4

-3
-1

、5
p

e
rc

、strin
g
s 

 
 

特
筆
す
べ
き
技
巧
は
用
い
て
い
な
い
が
、
少
々
ロ
ッ
ク
調
の
勢
い
の
あ
る
管

弦
楽
と
な
っ
て
い
る
。 

 

室
内
楽
曲 

 

『
朱
華
』（
は
ね
ず
） 

二
〇
〇
七
年
十
二
月
六
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
八
年
二
月
二
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 

ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
だ
け
か
ら
成
る
和
風
曲
。
朱
華
と
は
、
万
葉
集
に
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出
て
く
る
赤
色
の
名
称
。
日
本
古
来
の
赤
色
（
夕
日
、
花
な
ど
）
を
称
え
る
曲
。 

 
『
若
菜
』 

二
〇
〇
七
年
十
二
月
六
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
八
年
二
月
二
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 

ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
だ
け
か
ら
成
る
和
風
曲
。
春
に
萌
え
出
る
若
菜
を

表
現
。 

 

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
（
派
生
曲
も
掲
載
） 

 

『
子
供
た
ち
の
た
め
の
小
曲
集 

二
』 

 

二
〇
〇
八
年
八
月
十
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
八
年
八
月
十
七
日 

作
曲
終
了 

「
童
心 

一
」 

M
P

3

で
聴
く 

「
童
心 

二
」 

M
P

3

で
聴
く 

「
跳
ぶ
」 

M
P

3

で
聴
く 

「
時
」 

M
P

3

で
聴
く 

「
夢 

一
」 

M
P

3

で
聴
く 

「
夢 

二
」 
M

P
3

で
聴
く 

「
夢 

三
」 

M
P

3

で
聴
く 

元
は
限
ら
れ
た
保
育
園
児
用
に
作
り
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
お
子
様
が
聴
い
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

『
子
供
た
ち
の
た
め
の
小
曲
集 

一
』 

 

二
〇
〇
七
年
九
月
二
十
五
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
七
年
九
月
二
十
八
日 

作
曲
終
了 

「c

」 
M

P
3

で
聴
く 

「c#

」 
M

P
3

で
聴
く 

「d

」 
M

P
3

で
聴
く 

「d
#

」 
M

P
3

で
聴
く 

「e

」 
M

P
3

で
聴
く 

「f

」 
M

P
3

で
聴
く 

「f#

」 
M

P
3

で
聴
く 

「g

」 
M

P
3

で
聴
く 

「g
#

」 
M

P
3

で
聴
く 

「a

」 
M

P
3

で
聴
く 

「a
#

」 
M

P
3

で
聴
く 

「b

」 
M

P
3

で
聴
く 

 
 

長
三
度
ご
と
に
同
じ
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
調
を
変
え
て
い
る
の
で
、
聴
い
て
い
る

う
ち
に
絶
対
音
感
が
身
に
付
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
元
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
意

図
的
な
効
果
よ
り
も
、
子
守
唄
の
よ
う
な
効
果
が
目
的
の
曲
で
す
。 

 
『
水
の
精
の
夢
』 

 

ピ
ア
ノ
ソ
ロ 

二
〇
〇
四
年
一
月
十
日 

作
曲
開
始 
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二
〇
〇
四
年
三
月
十
四
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 

合
奏
版 

二
〇
〇
八
年
九
月
十
七
日 

編
曲
開
始 

二
〇
〇
八
年
十
月
十
日 

編
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 

ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
神
秘
和
音
を
伴
う
、
神
秘
不
可
思
議
な
響
き
の
す
る
ピ

ア
ノ
曲
。 

 

『
紫
清
漣
』（
む
ら
さ
き
せ
い
れ
ん
） 

二
〇
〇
二
年
九
月
十
五
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
二
年
十
月
三
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 

ア
サ
ガ
オ
や
ム
ラ
サ
キ
キ
ャ
ベ
ツ
の
紫
色
の
汁
の
清
い
輝
き
。
そ
れ
ら
が
皿

に
溜
ま
り
、
や
が
て
小
さ
な
風
が
吹
き
、
紫
色
の
さ
ざ
波
を
立
て
る
と
こ
ろ
を

表
現
。 

 

民
族
音
楽 

 

『
ガ
ム
ラ
ン
・
ス
ケ
ッ
チ
』 

二
〇
〇
七
年
七
月
十
九
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
八
年
十
月
十
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
音
楽
ガ
ム
ラ
ン
の
小
編
ス
ケ
ッ
チ
。 

 

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー 

 

『L
a
a

n
m

m
ia

』 

二
〇
〇
八
年
十
一
月
十
六
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
九
年
七
月
八
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 

ピ
ア
ノ
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
。「
ラ
ー
ン
ミ
ア
」
と
い
う
架
空
の
男
性
に
恋
す

る
女
性
が
主
人
公
の
曲
。
こ
の
曲
に
合
わ
せ
て
悲
し
げ
な
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い

る
。 

 

『H
o
riz

o
n

ta
l D

e
sire

』 

二
〇
〇
八
年
三
月
二
十
七
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
八
年
十
月
十
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 

ピ
ア
ノ
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
。
い
わ
ば
「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
・
ピ
ア
ノ
曲
」。
Ｓ
Ｆ

の
世
界
や
未
来
の
宇
宙
を
空
想
し
た
曲
。 

 

ピ
ア
ノ
曲
（
派
生
曲
も
掲
載
） 

 
『
雪
肌
詩
』（
ゆ
き
は
だ
の
う
た
） 

 

ポ
ッ
プ
ス
調 
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二
〇
〇
九
年
十
二
月
二
十
三
日 

作
曲
開
始 

二
〇
一
〇
年
一
月
三
十
日 

作
曲
終
了 

M
P

3
で
聴
く 

 

管
弦
楽
調 

二
〇
〇
九
年
一
月
十
三
日 

編
曲
開
始 

二
〇
〇
九
年
七
月
八
日 

編
曲
終
了 

M
P

3

で
聴
く 

 
 
 
 

★1
-2

-2
-0

、1
-0

-0
-0

、p
f

、strin
g
s

、sy
n

th
e
size

r 

 
 

二
〇
〇
四
年
（
二
十
二
歳
）
に
描
き
と
め
、
仮
録
音
し
て
い
た
断
片
を
、
二

〇
一
〇
年
に
整
理
・
録
音
。
静
か
な
ピ
ア
ノ
に
始
ま
り
、
リ
ズ
ム
を
大
き
く
変

え
な
が
ら
進
む
。
雪
の
舞
い
散
る
情
景
が
ピ
ア
ノ
で
描
か
れ
る
。 

 

 

『P
o
è
m

e
 d

e
 P

é
ta

le
s I

』 

二
〇
〇
一
年
三
月
八
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
三
年
三
月
十
三
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く  

詩
原
文  

日
本
語
訳 

 

ピ
ア
ノ
ソ
ロ 

二
〇
〇
四
年
十
二
月
二
十
六
日 

編
曲
開
始 

二
〇
〇
五
年
一
月
五
日 

編
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

「
あ
る
日
、
失
恋
で
心
を
病
ん
だ
女
性
が
哲
学
的
な
詩
『
花
び
ら
の
詩
Ⅰ
』
を

日
記
に
書
き
と
め
た
」
と
の
設
定
で
、
詩
も
曲
も
私
が
描
い
た
。
妖
艶
・
美
麗

な
雰
囲
気
の
中
に
、
不
安
や
恐
怖
も
漂
う
。
最
初
、
日
本
女
性
に
よ
る
日
本
語

詩
と
し
て
描
き
始
め
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
も
描
く
こ
と
で
フ
ラ
ン
ス
人
形
的

な
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
も
持
た
せ
た
。 

 

 

ジ
ャ
ズ 

 

『C
a

re
z
z
a

 9

』（
カ
レ
ッ
ツ
ァ
・
ノ
ー
ノ
） 

二
〇
〇
五
年
十
月
二
十
五
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
六
年
四
月
十
五
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 

ス
ロ
ー
バ
ー
ジ
ョ
ン 

二
〇
〇
五
年
十
月
二
十
五
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
六
年
四
月
十
五
日 

作
曲
終
了 

M
P

3

で
聴
く 

 
 

ジ
ャ
ズ
。
「
抱
擁
（
愛
撫
）
の
九
番
目
」
。
主
人
公
の
男
に
よ
る
「
同
じ
一
人

の
女
性
」
へ
の
九
回
目
の
抱
擁
を
歌
っ
て
い
る
。
男
性
的
な
力
強
い
リ
ズ
ム
に
、

秘
密
の
造
語
が
乗
る
。 

 

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン 

 

『L
o
v
e
sick

 M
o
o
n

』 

 
二
〇
〇
九
年
九
月
十
五
日 

作
曲
開
始 

二
〇
一
〇
年
一
月
三
十
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 
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恋
の
病
に
か
か
っ
た
月
。 

 
『S

e
n

tim
e
n

ta
l E

x
p

re
ss

』 

二
〇
一
一
年
四
月
二
十
四
日 

作
曲
開
始 

二
〇
一
一
年
六
月
七
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 

感
傷
的
な
急
行
列
車
。
元
は
新
幹
線
に
乗
っ
て
い
る
と
き
に
思
い
つ
き
ま
し

た
が
、
そ
う
い
っ
た
超
特
急
列
車
（S

u
p

e
re

x
p

re
ss

）
や
急
行
列
車
（E
x
p

re
ss

）

で
の
旅
を
表
現
し
た
曲
で
す
。 

 

『T
o
k

y
o
 B

a
y
 S

id
e

』 

二
〇
一
二
年
十
月
二
十
八
日 

作
曲
開
始 

二
〇
一
二
年
十
二
月
二
十
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 

東
京
湾
沿
岸
（
ト
ー
キ
ョ
ー
・
ベ
イ
サ
イ
ド
）
の
風
景
。
海
浜
公
園
、
ベ
ン

チ
、
歩
道
、
街
灯
、
港
、
空
港
、
夜
景
・
・
・
。 

 

『T
o
k

y
o
 S

k
y
sca

p
e

』 

二
〇
一
二
年
十
月
二
十
八
日 

作
曲
開
始 

二
〇
一
三
年
一
月
二
十
六
日 

作
曲
終
了 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 

東
京
の
空
域
景
観
。
地
平
線
、
高
層
ビ
ル
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
港
、
空

港
、
夜
景
・
・
・
。
い
わ
ば
『T

o
k

y
o
 B

a
y
 S

id
e

』
の
姉
妹
曲
。 

 

音
楽
学
・
音
楽
美
学
上
の
試
み
や
、
特
殊
知
覚
・
共
感
覚
を
用
い
た
音
楽
的
な

試
み 

 

『
絵
画
を
理
解
す
る
た
め
の
三
つ
の
契
機
』 

 

絵
画
：
岡
崎
莉
望
、
作
曲
：
岩
崎
純
一 

二
〇
一
四
年
二
月
二
十
八
日 

作
曲
開
始 

二
〇
一
四
年
三
月
二
十
日 

作
曲
終
了
、
公
開 

 
 
 
  

特
設
ペ
ー
ジ 

 
 
 
 

『
絵
画
を
理
解
す
る
た
め
の
三
つ
の
契
機
』 

 

 

交
響
組
曲 

『
月
ノ
巡
リ
』 

 

女
性
モ
デ
ル
、
作
曲
：
岩
崎
純
一 

 

二
〇
一
〇
年
四
月
十
五
日 

作
曲
開
始 

二
〇
一
〇
年
七
月
二
十
四
日 

公
開 

二
〇
一
六
年
十
月
二
十
九
日 

最
終
更
新 

 
 
 
  

特
設
ペ
ー
ジ 
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交
響
組
曲 

『
月
ノ
巡
リ
』 

 

 

『
花 

- 

共
感
覚
者
五
十
人
に
よ
る 

-
』 

 

共
感
覚
者
五
十
名
、
作
曲
：
岩
崎
純
一 

 

二
〇
〇
九
年
五
月
十
七
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
九
年
九
月
十
日 

作
曲
終
了
、
公
開 

二
〇
一
六
年
十
月
二
十
九
日 

最
終
更
新 

 
 
 
  

特
設
ペ
ー
ジ 

 
 
 
 

『
花 

- 

共
感
覚
者
五
十
人
に
よ
る 

-

』 

 

各
著
作
者
が
全
て
の
権
利
を
保
持
（
但
し
、
岩
崎
以
外
の
全
て
の
著
作
者
が
、

各
自
の
当
該
著
作
物
の
内
容
の
全
部
の
使
用
を
岩
崎
に
許
可
） 

 

 

『「
共
感
覚
」
へ
の
共
感
覚
の
音
楽
』 

二
〇
〇
五
年
三
月
八
日 

作
曲
開
始 

二
〇
〇
五
年
三
月
十
五
日 

作
曲
終
了
、
公
開 

二
〇
一
六
年
十
二
月
十
五
日 

最
終
更
新 

 
M

P
3

で
聴
く 

 
 
 
  

特
設
ペ
ー
ジ 

 
 
 
 

『「
共
感
覚
」
へ
の
共
感
覚
の
音
楽
』 

  

楽
曲
の
購
入
・
使
用
の
ご
要
望
、
作
曲
・
編
曲
の
ご
依
頼
に
つ
い
て 

  

二
〇
〇
四
年
一
月
十
日 

起
筆 

 
二
〇
〇
四
年
四
月
二
十
四
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 

更
新 

 

二
〇
一
九
年
九
月
二
十
九
日 

最
終
更
新 
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既
存
曲
の
購
入
・
使
用
の
ご
要
望
や
作
曲
・
編
曲
の
ご
依
頼
に
つ
き
ま
し
て

は
、
個
人
様
・
法
人
様
い
ず
れ
の
場
合
も
、
以
下
の
ア
ド
レ
ス
に
て
承
っ
て
お

り
ま
す
。
下
方
の
目
的
別
の
説
明
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
要
望
・
ご
依
頼
を
お

送
り
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

ご
要
望
の
内
容
や
段
階
に
応
じ
て
、
見
積
書
、
納
品
書
、
請
求
書
、
領
収
書

を
発
行
い
た
し
ま
す
。 

 

◆
岩
崎
純
一
宛
て
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
・
・o

ffice
@

iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t 

 ↓

既
存
曲
の
ご
購
入
に
は
、
音
楽
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
購
入
）
御
見
積
り
・
御
注

文
フ
ォ
ー
ム
の
ご
使
用
が
便
利
で
す
。 

 

◆
音
楽
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
購
入
）
御
見
積
り
・
御
注
文
フ
ォ
ー
ム 

 

↓
↓
 

初
め
て
ご
連
絡
を
下
さ
る
方
は
、
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
の
ご
使
用
が
便
利

で
す
。 

（
た
だ
し
、
岩
崎
純
一
の
全
活
動
分
野
を
合
わ
せ
た
フ
ォ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
送
り
に
く
い
場
合
は
上
記
ア
ド
レ
ス
に
直
接
お
送
り
下
さ
い
。） 

 

◆
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
の
ご
利
用
は
こ
ち
ら 

 

●
●
そ
の
他
の
公
式
メ
ー
ル
（
学
術
関
係
、
仕
事
の
ご
依
頼
な
ど
）
は
、
以
下

の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

◆
公
式
メ
ー
ル
（
学
術
関
係
、
仕
事
の
ご
依
頼
な
ど
）
に
つ
い
て 

 

●
●
個
人
メ
ー
ル
（
ご
質
問
、
私
信
な
ど
）
は
、
以
下
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。 

◆
個
人
メ
ー
ル
（
ご
質
問
、
私
信
な
ど
）
に
つ
い
て 

 

■
全
般
的
な
説
明
（
そ
の
他
の
公
式
メ
ー
ル
（
学
術
関
係
、
仕
事
の
ご
依
頼
な

ど
）
と
共
通
） 

■
既
存
曲
の
購
入
を
ご
希
望
の
場
合 

■
既
存
曲
の
使
用
を
ご
希
望
の
場
合 

■
新
た
な
曲
の
作
曲
依
頼
や
既
存
曲
の
編
曲
を
ご
希
望
の
場
合 

■
音
楽
・
音
声
デ
ー
タ
の
編
集
を
ご
希
望
の
場
合 

■
歌
詞
制
作
を
ご
希
望
の
場
合 

■
法
令
に
基
づ
く
表
示
（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
な
ど
） 
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■
全
般
的
な
説
明
（
そ
の
他
の
公
式
メ
ー
ル
（
学
術
関
係
、
仕
事
の
ご
依
頼
な

ど
）
と
共
通
） 

 

※ 

ア
ド
レ
ス
を
直
接
ク
リ
ッ
ク
し
て
も
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
が
立
ち
上
が
ら
な
い

場
合
は
、
適
宜
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
コ
ピ
ー&

ペ
ー
ス
ト
し
て

い
た
だ
く
か
、
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
を
ご
利
用
下
さ
い
。 

 

※ 

通
常
の
メ
ー
ル
や
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
以
外
に
、m

ix
i

やT
w

itte
r

の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
お
送
り
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。 

 

※ 

私
か
ら
の
返
信
が
無
い
場
合
は
、
サ
ー
バ
ー
の
不
具
合
な
ど
に
よ
り
往
信

が
届
い
て
い
な
い
可
能
性
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
再
度
ご
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

■
既
存
曲
の
購
入
を
ご
希
望
の
場
合 

  

以
下
の
御
見
積
り
・
御
注
文
フ
ォ
ー
ム
が
便
利
で
す
。
送
信
に
不
具
合
が
あ

る
場
合
、
メ
ー
ル
に
て
ご
自
由
な
形
式
で
お
送
り
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。 

 

音
楽
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
購
入
）
御
見
積
り
・
御
注
文
フ
ォ
ー
ム 

 

 

◆
デ
モ
は
以
下
の
ペ
ー
ジ
で
お
聴
き
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

廃
盤
Ｃ
Ｄ
収
録
曲
も
、
デ
モ
で
お
聴
き
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

（
デ
モ
は
予
告
な
く
変
更
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。） 

  

●
主
な
楽
曲
の
試
聴 

 

◆
一
部
の
曲
は
、
以
下
のY

o
u

T
u

b
e

ペ
ー
ジ
で
も
お
聴
き
い
た
だ
け
ま
す
。 

 Y
o
u

T
u

b
e

内
の
私
の
ペ
ー
ジ 

  

当
サ
イ
ト
で
扱
う
全
て
の
楽
曲
の
著
作
権
・
原
盤
権
・
版
権
は
岩
崎
純
一
（
著

作
者
）
自
身
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
安
心
下
さ
い
。（
音
楽
出
版
社
、JA

S
R

A
C

、

そ
の
他
の
著
作
権
料
徴
収
団
体
・
営
利
団
体
は
介
在
し
て
お
り
ま
せ
ん
。） 

 



『岩崎純一全集』第七十六巻「芸術、文化、言語、文学（一の六）」 

17 

 

◆
支
払
方
法
・
料
金
体
系 

 
▼
個
人
で
の
鑑
賞
・
非
商
用
の
使
用
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
楽
曲
のM

P
3

フ
ァ
イ

ル
（
デ
モ
フ
ァ
イ
ル
よ
り
も
高
音
質
）
を
格
安
で
提
供
し
て
お
り
ま
す
。 

（
廃
盤
Ｃ
Ｄ
の
楽
曲
も
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
は
付
き
ま
せ
ん
が
、
デ
ー
タ
で
個

別
に
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。） 

  
 

ほ
と
ん
ど
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
型
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
お
聴
き
い
た

だ
け
るM

P
3

（1
9

2
k

b
p

s

）
が
標
準
形
式
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

▼
御
見
積
り
・
御
注
文
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
メ
ー
ル
で
の
ご
送
信
後
、
折
り
返
し

以
下
の
内
容
を
記
載
し
た
見
積
書
を
メ
ー
ル
に
て
返
信
い
た
し
ま
す
。 

 
 

ご
購
入
さ
れ
る
場
合
は
、
改
め
て
そ
の
旨
を
メ
ー
ル
に
て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

（
本
文
は
、「
見
積
書
の
通
り
注
文
し
ま
す
。
」
な
ど
で
結
構
で
す
。） 

 
 

変
更
が
あ
る
場
合
は
、
改
め
て
フ
ォ
ー
ム
や
メ
ー
ル
で
見
積
り
を
ご
依
頼
下

さ
い
。 

  
 
 
 

【↓
 

見
積
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
】 

●
ご
希
望
楽
曲
の
明
細
、
合
計
額 

（
振
込
手
数
料
は
振
込
方
法
に
よ
り
異
な
り
、
お
客
様
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。） 

  
 
 
 

＊ 

納
品
書
・
請
求
書
の
発
行
ま
で
は
ご
注
文
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
可
能
で

す
。 

  
 
 
  
←

 

 

▼
正
式
に
ご
注
文
い
た
だ
い
た
場
合
、
折
り
返
し
以
下
の
内
容
を
記
載
し
た
納

品
書
・
請
求
書
を
メ
ー
ル
に
て
返
信
い
た
し
ま
す
。ID

・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
ご
入

力
の
上
音
楽
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
代
金
を
お
振
込
み
下
さ
い
。 

  
 
 
 

【↓
 

納
品
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。】 

●
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法
（
ロ
グ
イ
ンID

・
パ
ス
ワ
ー
ド
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ペ
ー

ジ
） 

●
ご
購
入
楽
曲
の
明
細
、
合
計
額 

  
 
 
 

【↓
 

請
求
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。】 

●
お
振
込
先
（
み
ず
ほ
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
） 

●
ご
購
入
楽
曲
の
明
細
、
合
計
額 

  
 
 
 ↓

 
ID

・
パ
ス
ワ
ー
ド
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ペ
ー
ジ
は
、
納
品
書
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

納
品
書
の
例 
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◆ID

・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
お
客
様
専
用
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
新
た
に
楽
曲
を

購
入
さ
れ
た
場
合
も
、
こ
のID

・
パ
ス
ワ
ー
ド
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

 

◆
一
度
ご
購
入
い
た
だ
い
た
楽
曲
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
回
数
は
無
制
限
で
す
。 

 

◆
一
度
ご
購
入
い
た
だ
い
た
楽
曲
の
新
た
な
フ
ァ
イ
ル
形
式
や
軽
微
な
編
曲
バ

ー
ジ
ョ
ン
を
追
加
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
が
可
能
で
す
。 

 

◆
振
込
（
払
込
）
は
、A

T
M

と
窓
口
の
い
ず
れ
か
ら
で
も
結
構
で
す
。 

 

◆
領
収
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
法
上
、
お
振
込
の
際
に
ご
利
用
に
な
る
金
融

機
関
の
窓
口
に
て
手
渡
さ
れ
る
振
込
控
や
受
領
証
（
金
融
機
関
の
領
収
印
や
受

付
印
が
押
さ
れ
た
も
の
）、A

T
M

機
の
利
用
明
細
票
（
印
不
要
）
な
ど
が
、
正

式
な
領
収
書
と
し
て
有
効
で
す
。 

 
 

た
だ
し
、
音
楽
レ
ー
ベ
ル
「IJ

 A
R

T
 M

U
S

IC

」
名
義
で
の
領
収
書
を
郵
送

や
メ
ー
ル
添
付
で
お
求
め
の
方
は
、
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
お

送
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

そ
の
場
合
、
領
収
書
の
多
重
発
行
を
防
ぐ
た
め
、
領
収
書
を
お
送
り
さ
せ
て

い
た
だ
く
た
め
の
切
手
貼
付
済
み
の
封
筒
を
ご
同
封
の
上
、
振
込
控
な
ど
の
原

本
を
お
送
り
い
た
だ
く
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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■
既
存
曲
の
使
用
を
ご
希
望
の
場
合 

  

メ
ー
ル
に
て
そ
の
旨
を
ご
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ご
要
望
の
内
容
や
段
階
に
応
じ
て
、
見
積
書
、
納
品
書
、
請
求
書
、
領
収
書

を
発
行
い
た
し
ま
す
。 

 

◆
支
払
方
法
・
料
金
体
系 

 

▼
商
用
使
用
の
場
合
、
新
た
に
使
用
料
の
お
支
払
い
等
が
必
要
に
な
る
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
す
。
メ
ー
ル
を
頂
い
た
後
、
折
り
返
し
メ
ー
ル
に
て
詳
細
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。 

  

■
新
た
な
曲
の
作
曲
依
頼
や
既
存
曲
の
編
曲
を
ご
希
望
の
場
合 

  

お
求
め
の
楽
曲
の
イ
メ
ー
ジ
や
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
、
ご
自
由
に
メ
ー
ル
に

て
お
送
り
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ご
要
望
の
内
容
や
段
階
に
応
じ
て
、
見
積
書
、
納
品
書
、
請
求
書
、
領
収
書

を
発
行
い
た
し
ま
す
。 

 

ご
予
算
、
納
期
、
お
振
込
方
法
（
銀
行
振
込
・
郵
便
振
替
い
ず
れ
も
可
）
な

ど
の
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
メ
ー
ル
に
お
書
き
下
さ
い
。 

 

既
存
曲
の
編
曲
の
ご
依
頼
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
原
曲
は
、
私
岩
崎
が

作
曲
し
た
楽
曲
の
ほ
か
、
権
利
上
問
題
の
な
い
楽
曲
（
依
頼
者
ご
自
身
の
作
曲

な
ど
）
に
限
り
ま
す
。 

（「
演
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
ラ
イ
ン
を
作
り
、
鼻
歌
や
ア
カ
ペ
ラ
で
録
音
し
た
音
源

は
あ
る
が
、
こ
れ
に
伴
奏
を
作
曲
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
ご
依
頼
が
可
能
で

す
。） 

 
D

A
W

環
境
が
そ
ろ
っ
て
い
る
た
め
、
ほ
ぼ
い
か
な
る
楽
器
・
楽
想
等
を
用
い

た
音
楽
で
も
制
作
可
能
で
す
が
、
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、
作
曲
前
に
そ
の
旨

を
メ
ー
ル
に
て
お
伝
え
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

音
源
の
納
品
方
法
は
、
基
本
的
に
お
任
せ
い
た
し
ま
す
。
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

の
納
品
、C

D
-R

で
の
郵
送
な
ど
、
対
応
い
た
し
ま
す
。 

 

◆
支
払
方
法
・
料
金
体
系 

 

▼
買
い
取
り
方
式 

  
 

こ
の
方
式
を
ご
希
望
の
場
合
、
そ
の
旨
を
ご
提
示
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
（S

N
S

・
ゲ
ー
ム
な
ど
）、
保
育
園
園
歌
、
学
習
教
材
付

属D
V

D

の
背
景
音
楽
な
ど
、
使
用
者
が
著
作
者
に
逐
一
使
用
報
告
を
す
る
こ
と

が
非
効
率
的
と
考
え
ら
れ
る
作
品
の
場
合
、
こ
の
方
式
で
の
ご
希
望
が
多
い
で

す
。 

 
 

お
買
い
取
り
い
た
だ
い
た
後
は
、
そ
の
音
楽
を
使
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
・
文
化

事
業
・
公
演
や
芸
術
作
品
で
生
じ
た
収
益
を
当
方
に
分
配
し
て
い
た
だ
く
必
要
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は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
（
た
だ
し
、
著
作
者
の
明
示
の
義
務
は
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。） 

  
 
 
 

※ 
作
曲
料
金 

＝ 

曲
の
長
さ 

×
 

曲
の
パ
ー
ト
数 

  
 

一
曲
の
作
曲
料
は
、
お
よ
そ
こ
の
方
式
で
決
定
さ
れ
ま
す
。
一
度
ご
相
談
下

さ
い
。
一
曲
に
つ
き
五
千
円
～
三
十
万
円
な
ど
様
々
で
す
が
、
お
よ
そ
五
万
円

前
後
で
あ
る
場
合
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

▼
印
税
方
式 

  
 

こ
の
方
式
を
ご
希
望
の
場
合
、
そ
の
旨
を
ご
提
示
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

バ
レ
エ
音
楽
な
ど
、
多
く
の
観
衆
・
聴
衆
に
対
し
て
公
演
・
公
開
さ
れ
、
使

用
者
が
著
作
者
に
使
用
報
告
と
収
益
分
配
を
お
こ
な
う
こ
と
が
望
ま
し
い
作
品

の
場
合
、
こ
の
方
式
で
の
ご
希
望
が
多
い
ほ
か
、
著
作
者
の
私
自
身
も
こ
れ
を

希
望
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

▼
混
合
方
式 

  
 

一
度
買
い
取
り
の
後
、
使
用
時
に
お
い
て
も
印
税
が
支
払
わ
れ
る
方
式
で
す
。

比
較
的
多
い
方
式
で
す
の
で
、
一
度
ご
相
談
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

  

■
音
楽
・
音
声
デ
ー
タ
の
編
集
を
ご
希
望
の
場
合 

  

メ
ー
ル
に
て
そ
の
旨
を
ご
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ご
要
望
の
内
容
や
段
階
に
応
じ
て
、
見
積
書
、
納
品
書
、
請
求
書
、
領
収
書

を
発
行
い
た
し
ま
す
。 

 

す
で
に
パ
ー
ト
ご
と
に
録
音
済
み
の
ボ
ー
カ
ル
デ
ー
タ
・
生
楽
器
音
デ
ー

タ
・
ギ
タ
ー
音
デ
ー
タ
な
ど
の
編
集
（
ミ
ッ
ク
ス
・
音
量
調
整
・
音
域
調
整
な

ど
）
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

な
お
、
当
方
は
自
宅
で
あ
る
た
め
、
作
曲
・
編
集
ス
タ
ジ
オ
と
な
っ
て
お
り
、

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
の
機
能
（
ボ
ー
カ
ル
・
生
楽
器
・
ギ
タ
ー

な
ど
の
録
音
）
は
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
了
承

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◆
支
払
方
法
・
料
金
体
系 

  
 

こ
の
場
合
、
上
記
の
買
い
取
り
方
式
が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一

度
ご
相
談
下
さ
い
。 

  
■
歌
詞
制
作
を
ご
希
望
の
場
合 
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い
わ
ゆ
る
ボ
ー
カ
ル
曲
に
つ
き
ま
し
て
は
、
カ
ラ
オ
ケ
制
作
の
み
を
承
り
、

歌
詞
制
作
は
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 

な
お
、
言
葉
・
詞
・
詩
に
関
す
る
当
方
の
有
償
で
の
制
作
に
は
、
下
記
の
ペ

ー
ジ
の
通
り
、
古
語
を
用
い
た
和
歌
の
制
作
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
歌
会
な
ど
で

音
楽
に
乗
せ
て
吟
じ
ら
れ
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
歌
詞
で
は
な
く
和
歌
・
詩
文
寄
り
の
ご
依
頼
で
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
下
記
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
一
度
メ
ー
ル
を
頂
け
れ
ば
、
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

◆
支
払
方
法
・
料
金
体
系 

  
 

和
歌
の
購
入
・
使
用
の
ご
要
望
、
和
歌
の
制
作
・
解
読
・
解
釈
の
ご
依
頼
の

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

◆
楽
曲
の
ご
試
聴
は
以
下
の
ペ
ー
ジ
に
て
可
能
で
す
。 

作
曲
・
音
楽
の
ペ
ー
ジ 

 

◆
作
曲
・
音
楽
関
連
以
外
の
ご
依
頼
は
以
下
の
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。 

公
式
メ
ー
ル
（
学
術
関
係
、
仕
事
の
ご
依
頼
な
ど
）
に
つ
い
て 

個
人
メ
ー
ル
（
ご
質
問
、
私
信
な
ど
）
に
つ
い
て 

 

■
法
令
に
基
づ
く
表
示
（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
な
ど
） 

  

以
下
の
ペ
ー
ジ
に
法
令
に
基
づ
く
表
示
を
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
参

照
下
さ
い
。 

 

●
法
令
に
基
づ
く
表
示 

  

過
去
の
楽
曲
提
供
歴 

  

二
〇
〇
四
年
一
月
十
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
四
年
四
月
二
十
四
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 

最
終
更
新 

   

当
ペ
ー
ジ
に
は
主
に
、
依
頼
を
受
け
た
有
償
で
の
作
曲
・
編
曲
や
、
音
楽
学
・

音
楽
美
学
上
の
試
み
と
し
て
の
作
曲
の
履
歴
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
以
外
の
デ
ー
タ
販
売
用
の
楽
曲
は
、
試
聴
ペ
ー
ジ
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
購

入
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

二
〇
一
五
～
二
〇
一
七
年 

 
◆
様
々
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
展
覧
会
や
個
展
な
ど
に
、
作
品
の
一
部
や

B
G

M

と
し
て
楽
曲
を
提
供
（
詳
細
作
成
中
） 
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二
〇
一
四
年 

 

◆
『
絵
画
を
理
解
す
る
た
め
の
三
つ
の
契
機
』
を
作
曲
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
岡

崎
莉
望
様
の
絵
画
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
） 

 
 
 
 

特
設
ペ
ー
ジ 

 
 
 
 

『
絵
画
を
理
解
す
る
た
め
の
三
つ
の
契
機
』 

 

 

 

◆
自
分
自
身
が
著
作
権
法
上
の
全
て
の
権
利
を
有
す
る
楽
曲
の
試
聴
を
公
開 

 
 

た
だ
し
、
販
売
停
止
と
な
っ
た
過
去
の
Ｃ
Ｄ
の
購
入
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
た

め
、
音
質
を
落
と
し
て
あ
る
楽
曲
も
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

  

二
〇
一
三
年 

 

二
〇
一
二
年 

 

◆
精
神
病
棟
患
者
用
の
ム
ー
ド
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
音
楽
を
作
曲
・
提
供 

  

二
〇
一
一
年 

 

◆
和
歌
の
会
「
余
情
会
」
お
よ
び
伝
統
遊
戯
の
会
「
糸
姫
会
」
の
歌
合
・
貝
合

に
使
用
す
る
楽
曲
を
作
曲
、
提
供
。 

  

二
〇
一
〇
年 

 

◆
女
性
モ
デ
ル
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
交
響
組
曲 

『
月
ノ
巡
リ
』 

の
作

曲
を
開
始 

 
 
 
 

特
設
ペ
ー
ジ 
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◆
メ
タ
バ
ー
ス
「B

lu
e
 M

a
rs

」
に
楽
曲
・
効
果
音
を
提
供 

 

 
 

 

 

二
〇
〇
九
年 

 

◆
『
花 

- 

共
感
覚
者
五
十
人
に
よ
る 

-

』
を
作
曲 

 
 
 
 

特
設
ペ
ー
ジ 
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◆
ピ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー
く
る
み
保
育
園
の
園
歌
を
作
曲 

  

二
〇
〇
八
年 

 

◆
女
性
モ
デ
ル
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、『
共
感
覚
幻
想
曲
』
を
作
曲 

 
 
 
 

幻
想
曲
の
項
に
掲
載
。 

 

 

◆
ピ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー
く
る
み
保
育
園
の
保
育
使
用
時
の

楽
曲
『
童
心
』
・
『
夢
』・
『
時
』
な
ど
を
作
曲 

 

◆
作
曲
家
集
団
「
庵
」
に
参
加 

 

◆
メ
タ
バ
ー
ス
「S

e
co

n
d

 L
ife

」
に
楽
曲
・
効
果
音
を
提
供 

 

 

 

◆
学
習
塾
教
材
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
四
曲
を
提
供 

  

二
〇
〇
七
年 

 

◆
女
性
モ
デ
ル
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、『
共
感
覚
幻
想
曲
』
を
作
曲 

 
 
 
 

幻
想
曲
の
項
に
掲
載
。 

 

 
◆
英
語
教
材
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
四
曲
を
提
供 

 
 
 
 

契
約
条
項
に
よ
り
、
一
括
買
い
取
り
を
許
諾
し
、
提
供
と
同
時
に
著
作
権

法
に
お
い
て
放
棄
可
能
な
全
て
の
権
利
を
放
棄
。 
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◆S

e
co

n
d

 L
ife

 

マ
シ
ニ
マ
「
芭
蕉
」
に
楽
曲
提
供 

 

 

 
 

 
 

 

◆
演
歌
の
カ
ラ
オ
ケ
音
源
を
制
作 

 
 

演
歌
作
詞
家
の
青
木
圭
介
氏
に
よ
る
作
詞
の
以
下
の
楽
曲 

 
 

『
輪
島
み
れ
ん
』
、『
越
前
ひ
と
り
旅
』
、『
旅
人
の
讃
歌
』、『
一
人
娘
は
宝
物
』 

 

 

 

二
〇
〇
六
年 

 

◆
十
一
月
三
日 

バ
レ
エ
『
夕
麗
』
上
演
（
国
民
文
化
祭 

や
ま
ぐ
ち
二
〇
〇

六
） 

 

 
 

 

◆
Ｃ
Ｄ
『
刻
燈
』
発
売 
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◆
九
月
三
日 

バ
レ
エ
『
夕
麗
』
上
演
（
第
二
回
岡
山
県
バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル 

会
場
：
岡
山
市
民
会
館
） 

 

 
 

 

◆
『
冬
、
五
つ
の
幻
想
』
よ
り
「
落
葉
」
・
「
丹
頂
」
を
『
丹
頂
の
舞
』
と
し
て

バ
レ
エ
上
演
（
幻
想
庭
園 

会
場
：
岡
山
後
楽
園
） 

 

◆
五
月
二
日 

バ
レ
エ
『
夕
麗
』
上
演
（
二
〇
〇
六
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
倉
敷 

会

場
：
倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
） 

 

◆
Ｃ
Ｄ
『
幽
玄
』
発
売 

 

 

 

二
〇
〇
五
年 

 

◆
共
感
覚
と
音
楽
と
を
関
連
付
け
た
活
動
を
始
め
る
。 

 
 
 
 

『「
共
感
覚
」
へ
の
共
感
覚
の
音
楽
』
な
ど
の
特
設
ペ
ー
ジ 

 

◆
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「R

a
d

a

（
ラ
ー
ダ
）」
に
楽
曲
を
提
供 

 
 
 
 
R

a
d

a

公
式
サ
イ
ト 
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◆
七
月
三
十
一
日 

バ
レ
エ
『
夕
麗
』
上
演
（
井
上
敬
依
子
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

第
十
六
会
公
演
、
会
場
：
岡
山
市
民
会
館
） 

 

◆m
u

zie

を
通
し
て
の
楽
曲
提
供 

 

 

二
〇
〇
四
年 

 

◆
バ
レ
エ
『
夕
麗
』
初
演
（
会
場
：
岡
山
市
民
会
館
） 

 

 

 

二
〇
〇
三
年 

 

◆
テ
ク
ノ
系
ア
ー
テ
ィ
ス
トV

e
ln

a

氏
の
楽
曲
を
リ
ミ
ッ
ク
ス 

 
 
 
 
V

e
ln

a

公
式
サ
イ
ト 
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◆
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「L

u
s
tro

u
s V

e
il

」
に
楽
曲
を
提
供 

 
 

洗
足
学
園
音
楽
大
学
・
国
立
音
楽
大
学
の
学
生
と
私
岩
崎
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

 

  

音
楽
制
作
環
境
（
マ
シ
ン
・
Ｏ
Ｓ
・
音
楽
専
用
Ｏ
Ｓ
・D

A
W

） 

  

二
〇
〇
四
年
一
月
十
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
四
年
四
月
二
十
四
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 
最
終
更
新 

 

■
使
用
Ｏ
Ｓ
・
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
全
般
の
説
明 

 

■U
b

u
n

tu
 S

tu
d

io
 

音
楽
制
作
環
境 

 

■A
rtistX

 

音
楽
制
作
環
境 

 

■A
V

 L
in

u
x
 

音
楽
制
作
環
境 

 

■M
u

six
 G

N
U

+
L

in
u

x
 

音
楽
制
作
環
境 

 

■R
o
se

g
a

rd
e
n

 

音
楽
制
作
環
境 

 

■A
rd

o
u

r 

音
楽
制
作
環
境 

 

■C
u

b
a

se
 

音
楽
制
作
環
境 

 

■K
o
n

ta
k

t P
la

y
e
r 

音
楽
制
作
環
境 

 

■IK
 M

u
ltim

e
d

ia
 

音
楽
制
作
環
境 

  

過
去
の
Ｃ
Ｄ 

  

二
〇
〇
六
年
九
月
八
日 

起
筆 

 
二
〇
〇
六
年
九
月
十
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 

最
終
更
新 
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●
過
去
に
販
売
し
た
Ｃ
Ｄ
で
す
。
（
販
売
休
止
中
。
） 

  
↓

デ
ー
タ
で
個
別
に
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。 

楽
曲
の
購
入
・
使
用
の
ご
要
望
、
作
曲
・
編
曲
の
ご
依
頼
に
つ
い
て 

  
 

『
刻
燈
』 

 

 

  

二
〇
〇
七
年
、
収
録
時
間
六
十
二
分 

販
売
レ
ー
ベ
ル
：IJ

 A
R

T
 M

U
S

IC

、
品
番
：IJ

C
J

-0
0

0
2
 

 
 
 
 

Ⅰ
、
交
響
詩 

『
月
花
欄
干
』 

 
 
 
 

１
、
第
一
楽
章 

「
或
る
哀
愁
に
撓
垂
れ
て
」 

 
 
 
 

２
、
第
二
楽
章 

「
挿
花
の
裾
風
」 

 
 
 
 

３
、
第
三
楽
章 

「
月
下
に
袖
枕
を
和
ふ
」 

 
 
 
 

４
、
第
四
楽
章 

「
綴
れ
舞
」 

 
 
 
 

５
、
第
五
楽
章 

「
白
砂
の
汀
に
寂
返
る
」 

 
 
 
 

６
、
第
六
楽
章 

「
月
花
欄
干
」 

 

 
 
 
 

Ⅱ
、
交
響
詩 

『
刻
燈
』 

 
 
 
 

７
、
第
一
楽
章 

「
刻
燈 

一
」 

 
 
 
 

８
、
第
二
楽
章 

「
風
光 

一 

鶯
」 

 
 
 
 

９
、
第
三
楽
章 

「
刻
燈 

二
」 

 
 
 
 

10
、
第
四
楽
章 

「
風
光 

二 

逍
遙
」 

 
 
 
 

11
、
第
五
楽
章 

「
刻
燈 

三
」 

 

  
 

『
幽
玄
』 

 

 

 

二
〇
〇
六
年
、
収
録
時
間
六
十
五
分 

販
売
レ
ー
ベ
ル
：IJ

 A
R

T
 M

U
S

IC

、
品
番
：IJ

C
J

-0
0

0
1
 

 
 
 
 

Ⅰ
、
春 

 
 
 
 

１
、『
序
曲 

- 

桜
花 

-

』 

 
 
 
 

２
、『
秘
密
の
葉
』 

 
 
 
 

３
、『
水
の
精
の
夢
』 

 
 
 
 

Ⅱ
、
夏 

 
 
 
 

４
、『
夕
麗
』 
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５
、
『
紫
清
漣
』 

 
 
 
 

Ⅲ
、
秋 

 
 
 
 

６
、
『
陰
影
へ
の
序
章
』 

 
 
 
 

７
、
『
紅
葉
の
朱
』 

 
 
 
 

８
、
『
夜
半
の
眺
め 

- 

澪
標
の
路
の
果
て
に
寄
せ
て 

-

』 

 
 
 
 

Ⅳ
、
冬 

 
 
 
 

９
、
『
時
雨 

- 
夕
さ
れ
ば 

-

』 

 
 
 
 

10
、
『
落
葉 

- 

枯
木
立
に
て 

-

』 

 
 
 
 

11
、
『
霜
夜 

- 

幻
惑 

-

』 

 
 
 
 

12
、
『
丹
頂 

- 

求
愛
の
舞 

-
』 

 
 
 
 

13
、
『
雪
花 

- 

白
き
体 

-

』 

 
 
 
 

14
、
『
終
曲 

- 

花
再
び 

-

』 

  

作
曲
・
音
楽
関
連
リ
ン
ク 

  

二
〇
〇
四
年
一
月
十
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
四
年
四
月
二
十
四
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 

最
終
更
新 

  

▼S
Y

M
P

H
O

N
IC

A
 

で
の
紹
介 

▼
作
曲
・
音
楽
学
・
音
楽
理
論
（
楽
式
論
・
和
声
学
・
対
位
法
・
管
弦
楽
法
・

民
族
音
楽
な
ど
） 

▼
作
曲
家
・
演
奏
家
様
サ
イ
ト 

 

■D
A

W

・D
T

M

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
音
楽
関
連
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
は
、
音
楽

制
作
環
境
の
ペ
ー
ジ
や
第
三
ブ
ロ
グ
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。 

S
Y

M
P

H
O

N
IC

A
 

で
の
紹
介 

 

●S
Y

M
P

H
O

N
IC

A
 W

E
B

 C
O

N
C

E
R

T

： 

「
純
一
」
時
代
の
私
のC

D

の

紹
介
。 

 

作
曲
・
音
楽
学
・
音
楽
理
論
（
楽
式
論
・
和
声
学
・
対
位
法
・
管
弦
楽
法
・
民

族
音
楽
な
ど
） 

 

●
作
曲
す
る
言
葉 

～
音
楽
を
つ
く
る
こ
と
に
関
心
が
あ
る
人
へ
～
： 

も
の

え
氏
の
サ
イ
ト
。
質
の
高
い
音
楽
学
・
音
楽
美
学
論
。 

●
創
作
田
園
地
帯
： 

須
田
佳
典
氏
の
サ
イ
ト
。
質
の
高
い
音
楽
学
・
音
楽
美

学
論
。 

 

作
曲
家
・
演
奏
家
様
サ
イ
ト 

 
●T

O
M

O
's A

R
T

 O
F

F
IC

E

： 

作
曲
家
・T

o
m

o
 H

ira
y
a

m
a

（
平
山
智
）

氏
が
主
宰
す
る
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
音
楽
を
中
心
に
現
代

ア
ー
ト
の
新
し
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
タ
イ
ル
を
展
開
。 
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●
長
富
彩
： 

ピ
ア
ニ
ス
ト
。
時
々
演
奏
会
に
お
邪
魔
し
て
拝
聴
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

●
小
川
紀
美
代
： 

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
奏
者
。
共
感
覚
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

↓
 

 

◇
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
奏
者
・
小
川
紀
美
代
の
日
記 

ワ
タ
シ
ハ
狂
ッ
テ
イ
ナ
イ 

  

共
感
覚
・
閃
輝
暗
点
に
関
す
る
自
作
音
楽 

  

二
〇
〇
八
年
三
月
二
十
八
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

●
「
紅
梅
の
月
影
は
夢
幻
の
ご
と
く
」
・
・
・ 

h
ttp

://ij-a
rt-m

u
sic.co

m
/s/k

o
b

a
i.m

p
3

（
音
源
） 

 

梅
の
木
や
襲
ね
の
色
目
の
紅
梅
色
や
若
草
色
、
月
の
黄
白
色
を
散
り
ば
め
て
作

り
込
ん
だ
曲
。
曲
名
は
、
僕
が
詠
ん
だ
和
歌
「
梅
が
香
の
寝
覚
め
の
袖
の
く
れ

な
ゐ
に
霞
み
て
ま
が
ふ
春
の
月
影
」
に
由
来
。
前
半
は
静
謐
、
後
半
は
乱
舞
。 

  

●
「S

y
n

a
e
sth

e
tic F

a
n

ta
sy

 

Ⅰ
」
（
共
感
覚
幻
想
曲
一
）・
・
・ 

h
ttp

://ij-a
rt-m

u
sic.co

m
/s/sy

n
a
e
sth

e
tic.m

p
3

（
音
源
） 

 

知
人
女
性
（
二
十
代
前
半
）
を
僕
の
共
感
覚
に
よ
っ
て
描
い
た
曲
。
制
作
期
間

は
約
三
週
間
。
二
〇
〇
七
年
十
二
月
。 

 

あ
る
日
本
庭
園
に
て
、
背
景
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
選
ん
で
椅
子
に
座
っ
て
い

た
だ
き
、
移
動
し
て
は
再
び
じ
っ
と
座
っ
て
い
て
も
ら
う
、
と
い
う
こ
と
を
繰

り
返
し
て
、
女
性
を
紙
と
ペ
ン
だ
け
で
、
音
や
絵
や
文
章
に
よ
り
ス
ケ
ッ
チ
し

た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ら
の
草
稿
に
忠
実
に
、
全
て
を
音
楽
的
な
音
に
書
き
換
え
、

そ
れ
を
な
る
べ
く
一
般
的
に
聞
け
る
よ
う
な
調
性
音
楽
的
な
曲
に
仕
上
げ
た
。

（
た
だ
し
、
そ
の
女
性
へ
の
共
感
覚
と
こ
の
曲
と
が
完
全
に
互
換
可
能
な
範
囲

を
保
つ
よ
う
に
し
た
。） 

生
身
の
人
間
を
目
の
前
に
し
て
、
自
分
の
共
感
覚
を

偽
り
な
く
発
揮
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
に
身
を
置
い
て
み
た
ら
ど
う
な

る
か
、
と
い
う
関
心
が
自
分
の
中
に
あ
っ
た
た
め
、
女
性
に
協
力
を
賜
っ
た
。 

 

画
家
が
女
性
や
風
景
を
写
生
す
る
（
視
覚→

視
覚
）
の
と
違
っ
て
、
女
性
を
音

に
写
実
す
る
な
ど
と
い
う
の
が
（
視
覚
・
共
感
覚→

聴
覚
）
そ
も
そ
も
ど
う
い

う
こ
と
か
、
一
般
的
な
感
覚
か
ら
す
れ
ば
信
じ
が
た
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
は
以
下
に
リ
ン
ク
し
た
記
事
な
ど
を
参
照
い
た
だ
く
と
し
て
、
反
対
に
、

僕
が
や
っ
て
い
る
芸
術
行
為
の
利
点
は
、
一
言
で
言
え
ば
「
必
ず
し
も
ヌ
ー
ド

を
必
要
と
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
の
だ
と
思
う
。
言
い
方
を
変
え
れ

ば
、
目
で
見
な
く
て
も
僕
が
知
覚
し
て
い
る
領
域
と
い
う
の
が
あ
る
。
以
下
の

ブ
ロ
グ
記
事
に
書
い
た
よ
う
な
こ
と
は
、
僕
に
は
す
で
に
貫
い
て
「
見
え
て
い

る
」
し
、「
分
か
っ
て
」
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
先
に
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を

別
の
仕
方
で
説
得
力
を
持
っ
て
語
る
に
は
、
目
の
前
に
本
当
に
女
性
を
置
い
て

芸
術
に
訴
え
て
み
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
じ
れ
っ
た
い
け
れ
ど
、
改
め
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て
そ
う
思
わ
さ
れ
た
機
会
だ
っ
た
。
厳
密
に
言
え
ば
、「
再
現
の
再
現
」、「
写
本

の
写
本
」
だ
か
ら
、
僕
の
中
で
鳴
っ
て
い
る
「
音
楽
」
と
は
異
な
っ
て
お
り
、

光
や
音
波
が
混
じ
っ
て
い
る
共
感
覚
を
全
部
「
西
洋
音
階
の
音
」
に
直
し
た
と

い
う
時
点
で
、「
被
写
体
に
対
し
て
自
分
が
偽
っ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
罪
悪

感
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
そ
れ
と
の
闘
い
と
い
う
気
も
し
て
い
る
。（
音
楽
に
し
た

時
点
で
お
し
ま
い
だ
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
） 

次
は
、
今
回
以
上
に

被
写
体
に
忠
実
に
、
か
つ
日
本
の
音
楽
の
論
理
に
従
っ
て
女
性
を
描
い
て
み
た

い
も
の
だ
。 

 

ま
た
、
そ
の
女
性
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
（
思
考
・
思
惟
・
想
念
）
を
芸
術
に
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
女
性
に
僕
が
知
覚
し
た
も
の
を
写
実
し
て
い
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
や
は
り
最
初
か
ら
説
明
の

必
要
の
な
い
共
感
覚
者
の
女
性
、
ま
た
は
共
感
覚
を
理
解
し
て
い
る
女
性
を
被

写
体
と
す
る
し
か
な
い
の
が
、
困
難
な
点
で
は
あ
る
。（
知
覚
し
た
も
の
が
、
好

み
や
思
惟
に
影
響
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
ま
た
、
自
分
が
曲
に
書
け

る
女
性
が
自
分
の
「
好
み
」
と
関
係
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
当
然
な
が
ら
考

え
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
て
、
鋭
意
探
求
中
で
あ
る
。） 

そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ま

で
に
も
色
々
な
女
性
を
描
い
て
き
た
も
の
の
、「
共
感
覚
幻
想
曲
」
と
名
を
付
け

た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
だ
っ
た
。
一
人
ま
た
は
少
数
の
女
性
を
場
所
を
変
え

て
描
き
続
け
る
べ
き
か
、
場
所
を
一
定
さ
せ
て
多
く
の
女
性
を
音
に
描
い
て
み

る
べ
き
か
、
ま
だ
考
え
て
い
る
最
中
だ
。
ど
ち
ら
も
続
け
た
い
が
、
精
神
力
と

体
力
の
消
耗
が
・
・
・
。 

 

（
関
連
す
る
僕
の
文
章
） 

h
ttp

://ij-a
rt-m

u
sic.sb

lo
.jp

/a
rticle

/1
1
1

9
5
7

3
8

.h
tm

l 

h
ttp

://ij-a
rt-m

u
sic.sb

lo
.jp

/a
rticle

/6
2

6
6
0

8
9

.h
tm

l 

h
ttp

://ij-a
rt-m

u
sic.sb

lo
.jp

/a
rticle

/4
7

5
9
6

0
4

.h
tm

l 

  

●
「P

o
e
m

e
 d

e
 P

e
ta

le
s 

Ⅰ
」・
・
・ 

h
ttp

://ij-a
rt-m

u
sic.co

m
/s/p

o
e
m

e
d

e
p

e
ta

le
s1

.m
p

3

（
音
源
） 

h
ttp

://ij-a
rt-m

u
sic.co

m
/m

u
s
ic/p

o
e
m

e
ly

ric1
.h

tm
l

（
詩
原
文
） 

h
ttp

://ij-a
rt-m

u
sic.co

m
/m

u
s
ic/p

o
e
m

e
ly

ric2
.h

tm
l

（
日
本
語
訳
） 

h
ttp

://ij-a
rt-m

u
sic.co

m
/s/p

o
e
m

e
p

ia
n

o
.m

p
3

（
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
版
） 

 

共
感
覚
の
程
度
が
激
し
い
中
、
一
緒
に
閃
輝
暗
点
ま
で
が
襲
っ
て
き
た
と
き
の

体
験
に
基
づ
い
て
作
っ
た
、
二
年
前
の
詩
と
曲
。
二
十
歳
く
ら
い
の
と
き
に
閃

輝
暗
点
の
最
中
に
見
え
た
模
様
を
、
絵
に
描
い
て
お
い
た
。
そ
れ
を
二
年
経
っ

て
そ
の
ま
ま
音
楽
に
変
換
し
よ
う
と
し
た
わ
け
だ
が
、
直
接
的
に
な
ら
な
い
よ

う
に
ど
う
す
る
か
（
音
楽
と
し
て
聞
け
る
か
ど
う
か
）
で
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、

日
本
語
以
外
に
よ
っ
て
女
性
視
点
で
の
恋
愛
物
語
に
投
影
す
る
こ
と
を
発
想
。

詩
と
曲
の
全
体
が
、
失
恋
物
語
に
も
読
め
る
上
に
、
閃
輝
暗
点
の
視
覚
世
界
と

激
痛
の
進
行
過
程
の
忠
実
な
再
現
に
も
な
っ
て
い
る
。 

  

●
「L

a
a
n

m
m

ia

」・
・
・ 
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h
ttp

://ij-a
rt-m

u
sic.co

m
/s/la

a
n

m
m

ia
.m

p
3

（
音
源
） 

 
母
語
（
日
本
語
）
を
覚
え
る
前
の
子
ど
も
の
頃
の
記
憶
を
元
に
作
っ
た
曲
。「
ラ

ー
ン
ミ
ア
、
ラ
ー
ン
ミ
ア
。
ヨ
ー
リ
ス
ィ
ー
ソ
リ
フ
ィ
ア
ラ
フ
ァ
ー
ン
。
ラ
ー

ン
ミ
ア
、
ラ
フ
ィ
ラ
フ
ィ
ッ
ス
ィ
ー
。
ラ
フ
ァ
ア
、
ラ
フ
ィ
ア
、
ラ
ッ
フ
ァ
ー

ン
。」
と
い
う
の
は
、「
海
と
空
と
が
、
人
に
と
っ
て
は
別
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
ら
の
色
は
手
を
取
り
合
っ
て
蒼
々
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
あ
な
た
を
見
る

こ
と
と
あ
な
た
を
聞
く
こ
と
と
が
、
ど
う
し
て
私
の
中
で
は
一
つ
の
も
の
で
あ

る
の
？ 

私
の
恋
人
ラ
ー
ン
ミ
ア
へ
。
」
と
い
う
の
を
、
僕
の
創
作
言
語
で
言
っ

た
も
の
。
な
ど
と
、
言
葉
に
す
る
と
余
計
に
分
か
り
に
く
い
説
明
に
な
る
が
・
・
・
。 

  

●
「
共
感
覚 

P
a

rt.1

」・
・
・ 

h
ttp

://ij-a
rt-m

u
sic.co

m
/s/k

y
o
k

a
n

k
a

k
u

.m
p

3

（
音
源
） 

 

ち
ょ
っ
と
し
た
遊
び
で
、「
共
感
覚
」
と
い
う
漢
字
を
作
曲
し
た
も
の
。
大
ま
か

に
言
う
と
、「
共
」
は
黄
色
な
い
し
山
吹
色
、「
感
」
は
青
色
な
い
し
瑠
璃
色
、「
覚
」

は
冠
が
茶
色
で
「
見
」
の
部
分
が
緑
色
。
そ
れ
を
音
に
し
て
み
た
。
さ
す
が
に

こ
う
な
る
と
、
調
性
音
楽
で
は
済
ま
な
か
っ
た
。 

  

『
共
感
覚
幻
想
曲
』 

 

 

二
〇
〇
八
年
五
月
三
十
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

『
共
感
覚
幻
想
曲 

Ⅰ
』 

（S
Y

N
A

E
S

T
H

E
T
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A
N

T
A

S
Y
 

Ⅰ
）・
・
・ 

h
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u
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m
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n
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e
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e
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p
3
 

音
源 

 

モ
デ
ル
さ
ん
・
・
・
二
十
代
前
半
の
女
性
一
名 

場
所
・
・
・
浜
離
宮
庭
園 

制
作
期
間
・
・
・
二
〇
〇
七
年
十
二
月
一
日
～
十
二
月
十
六
日
。 

 

背
景
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
選
び
つ
つ
、
モ
デ
ル
の
女
性
に
椅
子
に
座
っ
て
い

た
だ
き
、
移
動
し
て
は
再
び
じ
っ
と
座
っ
て
い
て
も
ら
う
、
と
い
う
こ
と
を
繰

り
返
し
て
、
女
性
を
紙
と
ペ
ン
だ
け
で
、
音
や
絵
や
文
章
に
よ
り
ス
ケ
ッ
チ
し

た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ら
の
草
稿
に
忠
実
に
、
全
て
を
音
楽
的
な
音
に
書
き
換
え
、

そ
れ
を
な
る
べ
く
一
般
的
に
聞
け
る
よ
う
な
調
性
音
楽
的
な
曲
に
仕
上
げ
た
。

（
た
だ
し
、
そ
の
女
性
へ
の
共
感
覚
と
こ
の
曲
と
が
完
全
に
互
換
可
能
な
範
囲

を
保
つ
よ
う
に
し
た
。） 

そ
の
た
め
、「
一
般
的
に
聞
け
る
よ
う
に
」
す
る
手

前
ま
で
を
僕
の
芸
術
表
現
の
最
終
目
的
と
す
る
な
ら
、
僕
が
や
っ
た
こ
と
は
「
作

曲
」
で
さ
え
な
い
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
生
身
の
人
間
を
目
の
前
に
し

て
、
自
分
の
共
感
覚
を
偽
り
な
く
発
揮
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
に
身
を

置
い
て
み
た
ら
ど
う
な
る
か
、
と
い
う
一
種
奇
妙
な
関
心
が
自
分
の
中
に
あ
っ

た
が
、
予
想
し
て
い
た
よ
り
は
自
然
体
で
描
け
、
共
感
覚
を
生
か
せ
た
と
思
う
。

今
回
は
、
背
景
が
変
わ
っ
て
も
曲
の
構
造
が
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
仕
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方
で
、
そ
の
女
性
自
身
を
描
く
こ
と
に
集
中
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。 

 
画
家
が
女
性
や
風
景
を
写
生
す
る
（
視
覚→

視
覚
）
の
と
違
っ
て
、
女
性
を
音

に
写
実
す
る
な
ど
と
い
う
の
が
（
視
覚
・
共
感
覚→

聴
覚
）
そ
も
そ
も
ど
う
い

う
こ
と
か
、
一
般
的
な
感
覚
か
ら
す
れ
ば
信
じ
が
た
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
は
ブ
ロ
グ
に
綴
っ
て
い
る
文
章
な
ど
を
参
照
い
た
だ
く
と
し
て
、
反
対
に
、

僕
が
や
っ
て
い
る
芸
術
行
為
の
利
点
は
、
一
言
で
言
え
ば
「
必
ず
し
も
ヌ
ー
ド

を
必
要
と
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
の
だ
と
思
う
。
言
い
方
を
変
え
れ

ば
、
非
共
感
覚
者
が
眼
で
見
て
初
め
て
捕
捉
で
き
る
知
覚
情
報
が
、
僕
の
場
合

は
眼
で
見
な
く
て
も
捕
捉
さ
れ
て
い
る
、
そ
う
い
う
知
覚
領
域
と
い
う
の
が
あ

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
別
の
仕
方
で
説
得
力
を
持
っ
て
語
る
に
は
、
目
の
前
に

本
当
に
女
性
を
置
い
て
芸
術
に
訴
え
て
み
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
じ
れ

っ
た
い
が
、
改
め
て
そ
う
思
わ
さ
れ
た
機
会
で
あ
っ
た
。 

 

厳
密
に
言
え
ば
、
一
対
一
の
写
生
・
ス
ケ
ッ
チ
の
時
間
を
媒
介
し
て
い
る
か
ら
、

「
再
現
の
再
現
」
、
「
写
本
の
写
本
」
で
あ
っ
て
、
僕
の
中
で
鳴
っ
て
い
る
「
音

楽
」
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
光
や
音
波
が
混
じ
っ
て
い
る
共
感
覚
を
全
部
「
一

般
の
聞
き
手
の
耳
に
耐
え
う
る
西
洋
音
階
の
音
」
に
直
し
た
と
い
う
時
点
で
、

「
被
写
体
に
対
し
て
自
分
が
偽
っ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
罪
悪
感
が
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
そ
れ
と
の
闘
い
と
い
う
気
も
し
て
い
る
。（
音
楽
に
し
た
時
点
で
お
し

ま
い
だ
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。） 

次
は
、
今
回
以
上
に
被
写
体
に
忠

実
に
、
か
つ
日
本
の
音
楽
の
論
理
に
従
っ
て
女
性
を
描
い
て
み
た
い
も
の
だ
。 

 

 

 

『
共
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覚
幻
想
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音
源 

 

モ
デ
ル
さ
ん
・
・
・
二
十
代
前
半
の
同
じ
女
性
一
名 

場
所
・
・
・
神
奈
川
県
内
の
色
々
な
公
園
（
普
通
の
公
園
、
運
動
公
園
、
日
本

庭
園
） 

制
作
期
間
・
・
・
二
〇
〇
八
年
四
月
五
日
～
四
月
二
十
六
日
。 

 

前
回
以
降
、
桜
の
下
で
同
じ
女
性
の
ス
ケ
ッ
チ
を
行
う
こ
と
を
何
と
な
く
考
え

て
い
て
、
そ
れ
の
実
現
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
女
性
自
身
を
描
く
こ
と
と
、

桜
を
は
じ
め
背
景
の
緑
や
空
や
水
を
描
く
こ
と
と
を
、
ど
の
よ
う
な
割
合
で
ど

の
よ
う
な
組
み
立
て
に
し
て
い
く
か
に
腐
心
し
た
。 

 
女
性
を
（
イ
メ
ー
ジ
で
作
曲
す
る
の
で
は
な
く
）
共
感
覚
に
よ
り
ス
ケ
ッ
チ
し

て
音
楽
に
す
る
と
い
う
芸
術
行
為
の
例
は
、
今
の
と
こ
ろ
自
分
の
例
し
か
聞
い

た
こ
と
が
な
い
上
、
厳
密
に
は
、
い
わ
ゆ
る
作
曲
と
も
異
な
る
芸
術
行
為
で
あ
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っ
て
、
何
と
呼
べ
ば
よ
い
か
も
思
い
付
か
な
い
か
ら
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
共
感

覚
研
究
者
か
ら
は
ど
う
し
て
も
卑
猥
な
感
想
な
り
、
そ
う
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス

の
も
の
を
受
け
て
な
い
わ
け
で
は
な
い
。 

 

し
か
し
こ
れ
は
、
逆
を
言
え
ば
、
共
感
覚
を
持
た
な
い
男
性
（「
視
覚
」
が
そ
の

ま
ま
「
網
膜
で
世
界
を
知
覚
す
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
男
性
）
に
と
っ
て
は
、

眼
で
「
衣
服
を
着
た
女
性
」
を
見
た
と
き
と
「
そ
う
で
な
い
女
性
」
を
見
た
と

き
と
で
は
、
脳
の
中
で
実
際
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
落
差
が
あ
る
こ

と
を
意
味
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
僕
が
前
者
の
女
性
を
目
視
し
た

（
共
感
覚
で
と
ら
え
た
）
と
き
に
す
で
に
把
握
し
て
い
る
身
体
情
報
な
り
生

命
・
生
理
現
象
、
あ
る
い
は
僕
の
脳
内
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
非
共
感
覚

者
の
男
性
に
と
っ
て
は
、
女
性
に
後
者
の
状
態
に
「
な
っ
て
も
ら
っ
て
初
め
て
」

把
握
で
き
る
こ
と
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
論
文
や
本

に
す
べ
く
、
体
験
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
大
量
に
文
章
を
書
き
溜
め
て
い
る
が
、

い
ず
れ
表
に
出
し
た
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
音
楽
は
実
に
無
力
だ
。
そ
こ
は

言
葉
に
頼
る
し
か
な
い
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
女
性
を
絵
画
に
写
実
す
る
、
あ
の
感
覚
」
と
い
う
の
は
、
現

代
の
男
性
の
脳
に
も
お
し
な
べ
て
あ
る
と
い
う
の
は
僕
に
も
分
か
る
が
、「
女
性

を
音
に
写
実
す
る
、
あ
の
感
覚
」
は
、
ほ
と
ん
ど
の
男
性
に
は
全
く
感
覚
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
目
で
見
て
、
人
や
風
景
を
写
生
す
る
、
あ
の

感
覚
」
と
全
く
同
じ
次
元
に
お
い
て
、「
目
で
見
て
、
人
や
風
景
を
音
に
写
生
す

る
」
と
い
う
こ
と
が
、
人
間
の
脳
と
体
に
は
元
々
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、

い
か
に
文
章
に
よ
っ
て
理
系
研
究
者
に
説
明
す
る
か
に
、
最
近
は
腐
心
し
て
い

る
。「
目
」
は
「
光
」
を
見
る
も
の
で
は
な
く
、「
光
」
の
存
在
自
体
、
共
感
覚

を
失
っ
て
以
降
の
人
間
の
「
目
」
と
「
脳
」
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

僕
に
は
、
日
本
女
性
の
生
命
現
象
な
り
生
理
現
象
か
ら
鳴
っ
て
い
る
音
と
い
う

の
は
、
厳
密
に
言
え
ば
、
西
洋
音
階
の
ド
レ
ミ
に
適
用
で
き
る
よ
う
な
も
の
は

一
切
鳴
っ
て
い
な
い
と
知
覚
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
色
や
音
や
匂
い
な
ど

に
分
け
る
こ
と
が
難
し
い
。
今
の
い
わ
ゆ
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
音
楽
と
い
う
も
の
は
、

倍
音
だ
と
か
協
和
音
だ
と
か
の
研
究
に
腐
心
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
万
人
の
脳

と
体
に
良
い
と
し
て
、
日
本
で
も
国
民
全
体
が
そ
れ
に
乗
っ
か
っ
て
い
る
ブ
ー

ム
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
続
け
て
い
く
と
、
日
本
女
性
の
生
理
現
象
が

狂
う
と
き
が
来
る
こ
と
が
目
に
見
え
て
い
る
。
こ
れ
が
本
当
に
「
見
え
て
」
い

る
男
性
が
、
声
を
上
げ
な
い
と
駄
目
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
、
共
感
覚
を

失
っ
て
い
な
が
ら
も
気
付
い
て
い
る
男
性
研
究
者
は
何
人
か
い
る
に
は
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
だ
と
感
じ
る
。
西
洋
人
の
脳
や
体
に
良
い
音
楽
が
、
そ
の
ま
ま
日
本

人
や
東
洋
人
の
脳
や
体
に
良
い
は
ず
が
な
い
。
日
本
の
女
性
を
そ
の
ま
ま
音
に

写
し
取
っ
た
ら
、
西
洋
音
階
に
当
て
は
ま
る
と
こ
ろ
も
あ
る
、
と
い
う
だ
け
の

こ
と
で
あ
る
。 

 

ス
ズ
ム
シ
や
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
と
き
、
西
洋
人
に
は
日
本
人
に
聞

こ
え
る
よ
う
な
聞
こ
え
方
で
聞
こ
え
て
い
な
い
こ
と
、
動
物
の
知
覚
は
全
て
主

観
的
体
験
で
あ
る
こ
と
は
、
ず
っ
と
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
実
際
に

脳
の
働
き
方
を
調
べ
た
研
究
で
、
西
洋
人
と
日
本
人
の
脳
で
全
く
違
う
こ
と
が

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、「
知
覚
の
主
観
性
」
は
あ
る
程
度
は
知
ら
れ
る
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こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
、
脳
と
体
の
知
覚
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
落
差

が
、
同
じ
日
本
人
男
性
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
絵
画
で
は
同
じ
女
性
モ
デ
ル
を
描
き
続
け
る
こ
と
の
ほ
う

が
普
通
で
あ
る
し
、
い
わ
ゆ
る
写
真
と
い
う
も
の
に
至
っ
て
は
、
大
変
な
量
産

型
思
想
で
、
被
写
体
そ
の
も
の
の
美
へ
の
共
感
覚
的
な
傾
聴
よ
り
も
、
被
写
体

を
独
立
的
な
視
覚
に
お
い
て
商
品
化
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
て
、
残
念
極
ま

り
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
女
性
を
音
に
写
生
す
る
こ
と
を
た
し
な
む
男
性
の

数
だ
け
が
脱
落
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
人
類
か
ら
共

感
覚
が
失
わ
れ
て
、
最
初
に
崩
れ
る
の
は
、
視
覚
的
な
「
絵
画
」
で
も
「
文
学
」

で
も
「
写
真
」
な
く
、
「
音
楽
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
音
楽
」
は
原
始
芸

術
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
か
つ
て
の
文
語
短
歌
（
特
に
万
葉
時
代
や
歌
垣
の
時

代
）
や
能
と
い
う
芸
術
は
、
そ
れ
を
国
民
レ
ベ
ル
で
実
現
し
て
い
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
音
楽
」
よ
り
は
、
「
文
語
短
歌
」
や
「
絵
画
」
や
「
能
」

や
「
禅
」
や
「
象
徴
主
義
絵
画
」
な
ど
と
い
っ
た
も
の
の
ほ
う
が
、
僕
が
行
っ

て
い
る
こ
と
に
近
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
文
語
短
歌
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
に
も
数
百
首
を
書
き
溜
め
て
い
る
が
、
作
曲
と
そ
れ
ほ
ど
異
な

る
芸
術
行
為
だ
と
い
う
感
じ
が
し
な
い
。 

  

女
性
の
性
周
期
の
聞
こ
え
方 

 

二
〇
〇
九
年
五
月
十
一
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

女
性
の
性
周
期
が
僕
に
共
感
覚
で
ど
う
聞
こ
え
て
い
る
か
を
音
に
し
ま
し
た
。 

（
全
員
、
二
十
代
女
性
） 

 

ユ
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ザ
ー
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：ip

p
a

n
 

で
ど
う
ぞ
。 

 h
ttp

://w
w

w
.ij-a

rt-m
u

sic.co
m

/s/se
ish

u
k

i1
.m

p
3

（A

さ
ん
、
月
経
中
の
様

子
） 

h
ttp

://w
w

w
.ij-a

rt-m
u

sic.co
m

/s/se
ish

u
k

i2
.m

p
3

（B

さ
ん
、
月
経
中
の
様

子
） 

h
ttp

://w
w

w
.ij-a

rt-m
u

sic.co
m

/s/se
ish

u
k

i3
.m

p
3

（B

さ
ん
、
排
卵
の
様
子
） 

h
ttp

://w
w

w
.ij-a

rt-m
u

sic.co
m

/s/se
ish

u
k

i4
.m

p
3

（C

さ
ん
、
排
卵
の
様
子
） 

h
ttp

://w
w

w
.ij-a

rt-m
u

sic.co
m

/s/se
ish

u
k

i5
.m

p
3

（C

さ
ん
、
排
卵
直
前
の

様
子
） 

 

い
わ
ゆ
る
聴
覚
の
音
と
共
感
覚
の
音
は
、
僕
に
は
違
う
も
の
と
し
て
聞
こ
え
て

い
ま
す
が
、
共
感
覚
音
の
大
き
さ
が
相
対
的
に
ど
れ
く
ら
い
の
も
の
か
が
分
か

り
や
す
い
よ
う
に
、
擬
似
の
心
音
を
冒
頭
に
十
回
入
れ
て
お
き
ま
し
た
。
女
性

の
手
首
で
脈
を
取
っ
た
と
き
の
心
音
の
触
感
を
、
音
量
に
置
き
換
え
た
も
の
と

思
っ
て
下
さ
い
。 

 
難
し
い
と
こ
ろ
も
、
な
ん
と
か
電
子
音
を
駆
使
し
て
近
い
音
に
し
て
い
ま
す
が
、

そ
も
そ
も
女
性
の
体
内
に
は
電
子
音
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
僕
に
は
も
っ
と
完
璧
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な
美
し
さ
で
映
っ
て
い
る
の
で
、
音
で
の
完
璧
な
再
現
は
不
可
能
で
す
。 

 
い
つ
も
自
分
の
対
女
性
共
感
覚
に
つ
い
て
、
女
性
看
護
師
さ
ん
に
お
話
さ
せ
て

も
ら
う
な
ど
、
他
の
人
の
専
門
的
な
目
が
入
る
よ
う
な
機
会
は
持
っ
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
見
え
て
い
る
（
聞
こ
え
て
い
る
）
共
感
覚
だ
け
は
自
分
に
し
か
分

か
ら
な
い
の
で
、
こ
う
し
て
表
現
す
る
以
外
に
な
い
で
す
。 

  

そ
う
い
え
ば
余
談
で
す
が
、
用
語
に
つ
い
て
。
正
式
な
医
学
用
語
は
「
月
経
」

で
、「
生
理
」
は
俗
語
あ
る
い
は
婉
曲
表
現
な
の
で
す
が
、
以
前
、
周
囲
の
女
性

に
、
ど
ち
ら
の
語
に
「
俗
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
」
、
「
男
性
に
軽
く
使
っ
て
も
ら
い

た
く
な
い
と
い
う
感
覚
」
を
覚
え
る
か
を
尋
ね
て
回
っ
た
ら
、
見
事
に
真
っ
二

つ
で
し
た
。
だ
か
ら
、
学
術
用
語
だ
か
ら
良
か
れ
と
思
っ
て
「
月
経
」
を
使
っ

て
も
、
親
し
み
や
す
い
か
ら
良
か
れ
と
思
っ
て
「
生
理
」
を
使
っ
て
も
、
結
局

は
も
う
半
分
の
女
性
は
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
わ
け
な
の

で
す
。 

 

僕
と
普
段
、「
生
理
」
の
語
で
や
り
取
り
し
て
い
る
女
性
が
い
る
の
で
、
な
ぜ
自

分
が
サ
イ
ト
で
は
「
月
経
」
と
し
て
い
る
か
、
念
の
た
め
書
い
て
お
き
ま
す
。

ど
ち
ら
で
書
い
て
も
間
違
い
で
は
な
く
、
と
り
あ
え
ず
僕
は
、
正
式
な
医
学
用

語
で
あ
る
「
月
経
」
を
使
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
（
い
や
は
や
、

日
本
語
は
難
し
い
・
・
・
。） 

 

そ
れ
か
ら
、
サ
イ
ト
や
ブ
ロ
グ
に
載
せ
て
い
る
、
対
女
性
共
感
覚
に
関
す
る
体

験
談
や
デ
ー
タ
そ
の
他
は
全
て
、
女
性
本
人
の
了
承
を
得
て
い
る
も
の
で
す
。 

  

『
花 

- 

共
感
覚
者
五
十
人
に
よ
る 

-

』 

  

二
〇
〇
九
年
五
月
十
七
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
九
年
九
月
十
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 

最
終
更
新 

  

『
花 

- 

共
感
覚
者
五
十
人
に
よ
る 

-

』 

 

作
曲
：
岩
崎
純
一 

  

以
下
の
五
十
人
の
共
感
覚
者
に
見
え
て
い
る
「
花
」
と
い
う
漢
字
の
色
を
、

私
が
さ
ら
に
共
感
覚
で
聴
い
て
作
曲
し
ま
し
た
。 

（
ご
参
加
下
さ
っ
た
五
十
名
の
方
で
、
音
楽
に
色
が
見
え
る
共
感
覚
を
お
持
ち

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
こ
の
曲
に
見
え
る
色
を
教
え
て
下
さ
い
。

形
や
景
色
・
映
像
・
に
お
い
な
ど
で
も
結
構
で
す
。
以
下
の
画
像
の
横
に
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。） 

 

★
曲
を
聴
く
（m

p
3

） 
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「
花
」b

m
p

フ
ァ
イ
ル
（
こ
の
画
像
に
色
を
塗
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。） 

 

現
在
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
方
の
「
花
」
の
色 

（
敬
称
略
。
★
は
男
性
。
）↓

↓
 

 

「
花
」
の
字
に
見
え
る
共
感
覚
色
（
参
加
者
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
） 

曲

に

見
え
る
共
感
覚
（
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
感
想
を
要
約
） 

 

愛 
 

「
全
体
的
に
神
社
や
お
寺
の
中
に
い
る
と
き
の
感
覚
が
す
る
。
茶

色
・
緑
・
黒
・
朱
色
な
ど
。
だ
だ
っ
広
く
て
、
涼
し
い
。」 

 

 

あ
お 

 

「
全
体
に
黒
に
近
い
よ
う
な
深
緑
が
中
心
。（
こ
の
深
緑
の
よ
う
な
色

は
、
私
の
変
ホ
短
調
の
色
で
、
す
ご
く
静
か
な
夜
の
森
の
よ
う
な
色
。
） 

最
初

は
、
真
夜
中
の
誰
も
い
な
い
広
い
平
野
の
よ
う
な
所
が
浮
か
ん
だ
。
空
が
高
く
、

濃
い
灰
色
と
紺
色
と
深
緑
が
混
ざ
り
あ
っ
た
よ
う
な
色
を
し
て
い
て
、
空
気
は

と
て
も
澄
ん
で
い
る
。
二
分
四
十
秒
の
あ
た
り
で
、
洞
窟
の
中
に
場
面
が
変
わ

っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
幅
は
広
く
な
い
一
本
道
の
洞
窟
が
、
奥
へ
奥
へ
・
・
と
続
い

て
い
て
、
足
音
が
響
い
て
い
る
。
左
右
の
壁
の
石
が
鈍
く
光
っ
て
い
て
、
音
楽

と
共
に
、
そ
の
光
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
新
し
い
色
を
生
み
出
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
た
。
後
半
は
、
黄
色
、
淡
い
紫
の
入
っ
た
白
、
時
々
赤
や
オ
レ
ン
ジ
が
見

え
、
そ
れ
か
ら
最
後
は
、
ま
た
深
緑
へ
と
戻
っ
て
い
っ
た
。」 

 

 

葵 

「
ち
ょ
う
ど
私
の
「
花
」
と
同
じ
チ
ェ
ッ
ク
模
様
の
よ
う
で
、
色
は

さ
ま
ざ
ま
。」 
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茜 

「
最
初
の
勇
ま
し
い
部
分
か
ら
、
リ
ズ
ム
が
や
や
こ
し
い
部
分
に
変

わ
る
と
き
に
、
深
い
青
色
の
寂
し
さ
が
す
る
。
花
が
し
お
れ
、
木
造
の
建
物
が

朽
ち
果
て
て
い
く
よ
う
な
寂
し
さ
。
全
体
的
に
も
、
リ
ズ
ム
の
複
雑
さ
が
、
不

規
則
な
し
お
れ
方
、
朽
ち
果
て
方
を
表
し
て
い
る
。
私
は
絶
対
音
感
が
あ
っ
て
、

一
見
す
る
と
短
調
の
曲
か
な
と
思
っ
た
が
、
よ
く
よ
く
聞
く
と
、
変
ホ
短
調
・

変
ロ
短
調
・
律
旋
法
・
フ
リ
ジ
ア
ン
モ
ー
ド
・
ド
リ
ア
ン
モ
ー
ド
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
調
に2

0

回
く
ら
い
転
調
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
色
に
見
え
た
。

全
体
と
し
て
は
、
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
、
と
て
も
深
い
青
緑
色
に
見
え
た
。」 

 

 

あ
く
ゆ
ん 

  

 

あ
や 

「
妖
艶
な
桜
。
ピ
ン
ク
の
桜
の
花
だ
け
で
は
な
く
、
薄
紫
色
の
桜
の

花
が
散
っ
て
い
る
風
景
が
浮
か
ん
だ
。」 

 

 

あ
や
こ 

「
私
は
色
か
ら
音
は
聴
こ
え
な
い
が
、“
花
”
と
い
う
字
は
メ
ジ
ャ
ー

の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
、
反
対
に
マ
イ
ナ
ー
中
心
で
驚
い
た
。
こ
う
い
っ
た

複
雑
な
メ
ロ
デ
ィ
や
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
、
共
感
覚
で
音
が
聴
こ
え
る
人
な
ら
ば
作

れ
て
し
ま
う
の
か
ど
う
か
に
興
味
が
わ
い
た
。」 
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彩
乃 

「
電
車
の
ホ
ー
ム
で
大
切
な
人
を
見
送
る
と
き
の
、
プ
シ
ュ
ー
っ
と

ド
ア
が
閉
ま
っ
た
と
き
に
覚
え
る
、
世
の
中
が
終
わ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
、

あ
の
紅
色
の
匂
い
や
風
景
が
出
て
き
て
、
寂
し
か
っ
た
。
喜
怒
哀
楽
の
う
ち
の

ど
れ
だ
か
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
、
不
思
議
な
曲
だ
っ
た
。」 

 

 

杏 
 

 

 

エ
ミ 

「
私
の
画
像
が
出
て
く
る
部
分
の
音
は
、
私
の
描
い
た
“
花
”
よ
り

少
し
濃
か
っ
た
の
で
、
面
白
か
っ
た
。
曲
全
体
と
し
て
も
、
薄
紫
色
で
落
ち
着

い
た
色
だ
っ
た
。」 

 

 

え
り
か 

 

 

 

か
お
り 

「
水
色
の
部
分
が
多
か
っ
た
。
私
の
「
花
」
に
塗
っ
た
よ
う
な
水
面

模
様
。
ゆ
っ
く
り
の
と
こ
ろ
は
、
水
面
も
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
、
激
し
い
と
こ
ろ

は
、
水
面
も
激
し
く
揺
れ
て
い
る
。」 
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果
穂 

「
ほ
ぼ
私
の
“
花
”
の
色
の
通
り
に
聞
こ
え
た
。
た
だ
し
、
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
の
“
花
”
を
見
な
が
ら
聞
く
と
、
そ
れ
は
そ
れ
で
合
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
た
。
花
の
景
色
だ
け
で
な
く
、
時
々
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
鳥
も
出
て
き

た
。
そ
の
鳥
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
色
を
し
て
い
る
。
で
も
、
か
わ
い
い

と
い
う
よ
り
は
、
美
人
の
鳥
。
曲
全
体
が
、
美
人
の
鳥
の
よ
う
に
妖
艶
に
作
ら

れ
て
い
た
。」 

 

 

き
ら
ら 

「
団
扇
で
自
分
が
あ
お
が
れ
て
い
る
気
が
し
た
。
風
の
色
は
青
や
緑
。」 

 

 

小
夢 

「
最
初
の
ほ
う
は
焦
げ
茶
色
が
中
心
、
静
か
に
な
っ
た
あ
と
の
和
風

な
と
こ
ろ
は
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
濃
さ
の
茶
色
の
混
ざ
り
合
い
、
残
り
は
、
紅

色
・
黄
色
・
肌
色
が
中
心
の
風
景
」 

 

 

さ
ゆ
り 

「“
花
”
の
字
に
青
系
統
の
色
を
塗
っ
た
方
が
多
く
て
、
嬉
し
か
っ
た
。

曲
も
、
青
や
緑
色
の
部
分
が
半
分
ほ
ど
あ
っ
た
。
ア
メ
ジ
ス
ト
の
よ
う
な
透
き

通
っ
た
色
か
ら
、
夜
の
闇
に
近
い
深
い
色
も
あ
っ
た
。」 
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静 
 

 

 

し
の 

「
私
は
絶
対
音
感
が
あ
り
ま
す
が
、
転
調
の
変
化
と
色
の
変
化
が
マ

ッ
チ
し
て
聞
こ
え
た
。」 

 

 

シ
ュ
リ 
 

 

 

す
ず 

「
聴
い
て
い
た
ら
、
頭
の
中
に
和
風
女
性
が
出
て
き
た
。
全
体
的
に

そ
の
景
色
。」 

 

 

ち
ー 

 

 

 
ち
ょ
ろ
子 

「
森
の
道
を
歩
い
て
い
る
感
覚
が
あ
る
が
、
狭
苦
し
く
な

い
、
あ
る
程
度
広
々
と
し
た
空
間
（
す
き
間
）
の
あ
る
森
。
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
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な
色
の
“
音
”
を
拾
い
な
が
ら
、
歩
い
て
い
く
感
覚
。
曲
調
が
変
わ
る
と
こ
ろ

で
、
ま
た
次
の
色
を
拾
う
。
そ
れ
が
最
後
に
は
宝
石
の
よ
う
に
集
ま
り
、
腕
全

体
で
抱
え
た
ま
ま
し
ば
ら
く
歩
い
て
、
池
の
ほ
と
り
に
あ
る
箱
に
入
れ
る
・
・
・

そ
ん
な
景
色
が
浮
か
ん
で
く
る
曲
だ
っ
た
。
」 

 

 

つ
れ
づ
れ 

 

 

 

に
ょ
こ 

「
基
本
的
に
昔
か
ら
共
感
覚
者
が
作
り
そ
う
な
曲
と
い
う
の
が
私
の

中
に
あ
っ
て
、
こ
の
曲
も
そ
う
い
う
気
が
し
た
。
」 

 

 

ひ
た
ひ
た 

「
だ
だ
っ
広
い
公
園
で
寝
そ
べ
っ
て
、
空
を
見
上
げ
て
い

る
様
子
。
で
も
、
空
は
青
で
は
な
く
て
、
桃
色
や
黄
緑
色
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

色
。
た
だ
し
、
晴
れ
て
い
る
。
晴
れ
す
ぎ
て
も
い
な
い
。」 

 

 

ぴ
っ
こ 

 

 

』 ひ
な 

「
最
初
の
ジ
ャ
ッ
ジ
ャ
ッ
ジ
ャ
の
箇
所
か
ら
急
に
花
が
舞
う
箇
所
に

移
る
と
こ
ろ
が
、
涼
し
い
風
が
顔
に
吹
い
て
き
た
と
き
の
味
に
そ
っ
く
り
。」 
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★M
a
sa

o
 

  

 

ま
な
り
ん 

「
海
の
イ
メ
ー
ジ
か
、
山
の
イ
メ
ー
ジ
か
迷
っ
た
が
、
海

も
山
も
見
え
る
場
所
に
自
分
が
い
る
と
き
に
頭
の
中
に
流
れ
て
く
る
曲
だ
な
、

と
思
っ
た
。
曲
の
色
も
、
深
い
青
と
、
深
い
緑
と
が
中
心
。」 

 

 

ま
や 

 

 

 

ま
る 

 

 

 

み
さ 

「
純
一
さ
ん
の
和
歌
の
世
界
と
、
こ
の
曲
の
イ
メ
ー
ジ
と
が
、
ピ
ッ

タ
リ
合
っ
て
い
る
感
じ
が
し
た
。
同
じ
共
感
覚
者
か
ら
出
て
い
る
芸
術
だ
と
い

う
の
が
わ
か
っ
た
。
曲
の
色
は
深
緑
色
。」 
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み
そ 

「
夜
、
部
屋
の
窓
を
開
け
た
と
き
に
フ
ァ
ッ
と
入
っ
て
来
る
風
の
に

お
い
の
色
。
そ
の
色
や
、
向
き
な
ど
は
、
曲
調
が
変
わ
る
と
、
一
緒
に
変
わ
る
。

琴
が
入
っ
た
あ
と
の
一
斉
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
ピ
ア
ノ
が
鳴
る
と
こ
ろ
は
、
水

色
を
中
心
と
し
た
あ
ら
ゆ
る
色
の
風
。
」 

 

 

み
づ
ほ 

 

 

 

め
い 

 

 

 

ゆ
こ
ち 

さ
ら
に
、
こ
の
曲
に
見
え
る
色
を
描
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

 

ゆ
づ
き 

 

 

 

ゆ
っ
き
ー 

「
桜
が
散
っ
て
、
水
面
に
落
ち
て
い
く
様
子
が
見
え
る
曲

だ
っ
た
。
全
体
と
し
て
も
桃
色
の
曲
。
時
々
、
紅
色
や
赤
紫
色
の
濃
い
色
も
見

え
た
。」 
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ゆ
ん
ゆ
ん 

「
静
か
な
と
こ
ろ
が
多
い
曲
な
の
で
、
子
守
唄
の
よ
う
だ

と
も
思
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
は
芸
術
品
、
と
い
う
気
が
し
た
。
鼓
動
を
落
ち
着

か
せ
る
と
い
う
よ
り
は
、
鼓
動
が
速
く
な
る
気
が
し
た
。
で
も
、
そ
れ
が
イ
ヤ

な
感
じ
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
浸
っ
て
い
き
た
い
よ
う
な
、
美
し
い
水
晶
の
色

だ
と
思
っ
た
。
私
に
は
、
曲
の
全
体
が
、
そ
の
水
晶
に
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
月

明
か
り
が
照
っ
て
、
キ
ラ
キ
ラ
光
る
イ
メ
ー
ジ
に
思
え
た
。」 

 

 

り
ん 

 

 

 A
lice

 

「
野
原
に
寝
そ
べ
っ
て
、
雲
の
上
に
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
、
と
考
え

て
い
る
と
き
の
感
覚
を
、
音
で
説
明
す
る
と
、
純
一
さ
ん
の
曲
に
な
る
と
思
っ

た
。“
高
い
”、“
広
い
”
と
い
う
よ
り
も
、
ま
さ
に
“
こ
の
曲
の
色
！
”
で
説
明

に
な
っ
て
い
る
気
が
す
る
。
小
さ
い
頃
は
、
雲
を
色
ん
な
色
に
塗
っ
て
先
生
に

怒
ら
れ
た
が
、
色
鉛
筆
を
持
っ
て
外
に
出
て
み
る
と
、
雲
は
本
当
に
赤
だ
っ
た

り
紫
だ
っ
た
り
青
だ
っ
た
り
す
る
の
に
。
そ
の
反
抗
的
な
感
覚
を
、
曲
が
説
明

し
て
く
れ
て
、
共
感
覚
者
も
人
間
だ
と
認
め
ら
れ
た
気
が
し
た
。」 

 

 h
u

 
 

 

 K
e
i 

「
色
々
な
果
物
を
食
べ
て
い
る
と
き
の
、
口
の
中
で
味
が
変
わ
っ
て

い
く
様
子
が
、
こ
の
曲
の
曲
調
が
変
わ
っ
て
い
く
様
子
。
果
物
を
並
べ
る
と
、

こ
の
曲
の
構
成
に
な
る
の
で
、
楽
し
か
っ
た
。」 
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 lily
 

「
ピ
ア
ノ
の
音
＝
い
ろ
い
ろ
な
花
が
散
っ
て
い
る
様
子
。
一
つ
一
つ

の
音
が
、
一
枚
一
枚
の
花
び
ら
に
対
応
し
て
い
る
様
子
が
浮
か
ん
だ
。
一
つ
一

つ
が
す
べ
て
違
う
色
。」 

 

 N
o
ri 

「
リ
ズ
ム
が
不
思
議
な
曲
だ
っ
た
。
紫
色
の
リ
ズ
ム
と
茶
色
の
リ
ズ

ム
が
聞
こ
え
る
。
リ
ズ
ム
以
外
の
要
素
も
、
紫
色
と
茶
色
が
基
本
だ
っ
た
。」 

 

 

o
p

u
s 

「
冬
の
寒
い
日
の
澄
ん
だ
空
気
を
た
た
え
た
夜
を
感
じ
た
。
で
も
、

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
桃
色
の
花
び
ら
が
舞
っ
て
い
る
感
じ
も
し
た
。
こ
の
美
し
さ
は
、

素
数
に
似
て
い
る
美
し
さ
。
テ
レ
ビ
で
流
れ
て
い
る
よ
う
な
曲
と
は
違
う
感
触

が
し
た
。」 

 

 p
e
k

o
 

 

 

 R
e
a
cH
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 R
in

a
 

「
皆
さ
ん
と
同
じ
で
、
和
風
の
曲
だ
と
思
っ
た
。
ピ
ア
ノ
以
外
で
ず

っ
と
ポ
ロ
ポ
ロ
と
鳴
っ
て
い
る
音
が
水
の
雫
に
見
え
、
花
び
ら
の
上
で
跳
ね
る

た
び
に
、
そ
の
花
び
ら
の
色
に
染
ま
る
様
子
が
見
え
た
。
夜
寝
る
前
に
聴
き
た

い
曲
だ
と
い
う
気
も
す
る
が
、
逆
に
興
奮
し
て
眠
れ
ず
、
夜
に
し
っ
か
り
と
起

き
て
聴
く
べ
き
曲
だ
と
感
じ
た
。
」 

 

 

★
岩
崎
純
一
（
管
理
人
・
作
曲
す
る
人
） 

 

 

  

音
楽
に
見
え
る
共
感
覚
色
や
時
空
間
に
お
け
る
位
置 

  

二
〇
〇
九
年
七
月
十
四
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

音
楽
に
つ
い
て
の
僕
の
共
感
覚
を
、Y

o
u

T
u

b
e

を
用
い
て
語
る
。 

自
分
の
音
楽
趣
味
が
バ
レ
て
し
ま
う
け
れ
ど
！
？ 

 

「
あ
の
頃
へ
」
安
全
地
帯 

h
ttp

://w
w

w
.y

o
u

tu
b
e
.co

m
/w

a
tch

?v
=

v
fo

G
fQ

n
o
H

3
c 

こ
の
曲
は
、
僕
の
頭
の
中
で
、
青
紫
色
で
、
西
方
向
、2

3
0

メ
ー
ト
ル
先
、
に

ス
ト
ッ
ク
し
て
あ
り
ま
す
。（
余
談
。
玉
置
浩
二
氏
、
こ
の
曲
を
贈
っ
た
ご
相
手

と
の
ご
結
婚
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。） 

 

「
初
め
て
出
逢
っ
た
日
の
よ
う
に
」
中
森
明
菜 

h
ttp

://w
w

w
.y

o
u

tu
b
e
.co

m
/w

a
tch

?v
=

z
j9

zA
b
Y

J
9

d
g
 

こ
の
曲
は
、
も
の
す
ご
く
は
っ
き
り
と
色
が
見
え
る
。
青
緑
色
、
青
碧
色
、
青

紫
色
と
い
っ
た
、
青
色
基
調
の
音
で
あ
り
、
何
度
も
出
て
く
る
コ
ー
ド

C
M

7

の
と
き
の
響
き
は
、
青
色
の
美
し
さ
が
尋
常
で
は
な
い
。
僕
は
、
音
楽
を
聴
き

な
が
ら
コ
ー
ド
が
分
か
る
の
で
、
い
つ
も
色
が
綺
麗
な
曲
の
と
き
は
書
き
留
め

て
い
ま
す
。
北
方
向
、3

6
0

メ
ー
ト
ル
先
。 

 

「
陽
炎
」
中
森
明
菜 

h
ttp

://w
w

w
.y

o
u

tu
b
e
.co

m
/w

a
tch

?v
=

R
_
Z

tw
O

N
k

0
L

k
 

こ
の
人
や
、
山
口
百
恵
の
よ
う
な
女
性
は
、
も
は
や
日
本
で
は
希
少
価
値
で
し

ょ
う
か
。
周
り
に
こ
う
い
う
女
性
が
い
な
い
の
で
、
本
当
に
呆
れ
返
り
ま
す
が
、

共
感
覚
者
の
女
性
で
、
何
人
か
こ
う
い
う
方
に
出
会
っ
て
、
私
は
安
心
し
て
い
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ま
す
。
香
色
（
こ
う
い
ろ
）
、
紅
梅
色
、
牡
丹
色
、
蘇
芳
色
（
す
お
う
い
ろ
）
の

混
合
。
北
西
、2

9
0

メ
ー
ト
ル
先
の
歌
謡
曲
の
時
空
間
に
ス
ト
ッ
ク
。 

 

「M
e
ta

l G
o
d

」J
u

d
a

s P
rie

st 

h
ttp

://w
w

w
.y

o
u

tu
b
e
.co

m
/w

a
tch

?v
=

Y
e
q

sR
3
1

4
e
rg

 

共
感
覚
を
軽
蔑
さ
れ
た
と
き
に
、
や
り
返
す
代
わ
り
に
、
聴
い
て
い
る
曲
。
半

分
冗
談
で
す
が
。
共
感
覚
に
負
け
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
、
気
合
い
を
入
れ
る

た
め
に
、
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
あ
、
い
つ
も
こ
こ
を
読
ん
で
下
さ
っ
て

い
る
方
の
僕
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
崩
れ
る
か
な
（
苦
笑
）。
根
っ
か
ら
の
演
歌

と
ヘ
ヴ
ィ
メ
タ
趣
味
な
も
の
で
、
許
し
て
下
さ
い
。
東
方
向
、
ヘ
ヴ
ィ
ー
メ
タ

ル
時
空
間
の
焦
げ
茶
色
、6

9
0

メ
ー
ト
ル
先
に
ス
ト
ッ
ク
。 

 

「
恋
の
予
感
」
安
全
地
帯 

h
ttp

://w
w

w
.y

o
u

tu
b
e
.co

m
/w

a
tch

?v
=

4
3

7
3
5

v
h

h
s9

c 

群
青
色
、
白
色
、
黒
色
の
混
合
。
北
方
向
、1

0
6

0

メ
ー
ト
ル
先
の
上
空
に
ス
ト

ッ
ク
。 

 

「
恋
草
紙
」
香
西
か
お
り 

h
ttp

://w
w

w
.y

o
u

tu
b
e
.co

m
/w

a
tch

?v
=

G
0

K
g
m

N
K

y
Z

H
E

 

群
青
色
と
滅
紫
色
（
け
し
む
ら
さ
き
い
ろ
）
。
南
西
、6

2
0

メ
ー
ト
ル
先
。
「
浮

舟
に
な
ろ
う
か
、
お
軽
に
な
ろ
う
か
」
・
・
・ 

 

「
ご
む
た
い
な
」
香
西
か
お
り 

h
ttp

://w
w

w
.y

o
u

tu
b
e
.co

m
/w

a
tch

?v
=

x
V

7
0

v
w

M
G

0
h

M
 

「
無
体
」
は
、
仏
教
用
語
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
が
、
ど
う
も

こ
こ
で
は
「
ご
む
た
い
」
と
形
容
詞
化
し
、
そ
れ
に
「
な
あ
」
と
い
う
意
味
で

「
な
」
を
使
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
ず
っ
と
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る

ん
だ
が
。
南
、5

8
0

メ
ー
ト
ル
先
の
深
緑
色
の
曲
。 

  

「
花
」
と
い
う
字
の
共
感
覚
色
を
募
集 

  

二
〇
〇
九
年
七
月
十
五
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

 

 h
ttp

://w
w

w
.ij-a

rt-m
u

sic.co
m

/h
a
n

a
/

（「
花
」
特
設
ペ
ー
ジ
） 

 

突
然
で
す
が
、「
花
」
と
い
う
漢
字
に
見
え
る
共
感
覚
の
色
を
募
集
し
ま
す
。
リ

ン
ク
先
の
図
を
使
う
か
、
ご
自
身
で
ご
自
由
に
画
像
ソ
フ
ト
で
作
っ
て
添
付
し

て
い
た
だ
く
か
、
色
を
言
葉
で
説
明
し
て
、
私
の
メ
ー
ル
宛
て
に
送
っ
て
下
さ

い
。（
私
に
色
が
伝
達
で
き
れ
ば
、
ど
ん
な
形
式
で
も
よ
い
で
す
。
手
書
き
の
ス
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キ
ャ
ン
で
も
何
で
も
。） 

 
何
十
個
か
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
私
が
そ
れ
ら
を
、
私
自
身
の
共
感
覚
を
使
い

ま
し
て
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
音
楽
に
な
る
よ
う
に
並
べ
替
え
て
、
作
曲
し
ま
す
。

様
々
な
色
で
「
花
花
花
・
・
・
」
と
続
く
わ
け
で
す
。 

 

ち
な
み
に
私
は
、「
花
」
の
漢
字
の
色
は
、
草
冠
が
紅
紫
、
化
の
部
分
が
薄
桃
で

す
。
色
と
り
ど
り
の
花
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
曲
が
で
き
た
ら
、
皆
様
の

「
花
」
の
順
番
と
一
緒
に
公
開
し
ま
す
。
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
だ
け
は
名
乗
っ
て

頂
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
５
・
７
・
５
・
７
・
７
と
並
べ
替

え
て
、
い
く
つ
か
和
歌
も
詠
む
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

あ
り
そ
う
で
な
さ
そ
う
な
ス
タ
イ
ル
の
共
感
覚
芸
術
だ
と
思
い
、
や
っ
て
み
よ

う
か
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。 

  

ブ
ロ
グ
の
表
示
＆
「
花
」 

  

二
〇
〇
九
年
七
月
十
六
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

環
境
に
よ
っ
て
、
こ
の
ブ
ロ
グ
が
う
ま
く
表
示
さ
れ
な
い
よ
う
な
の
で
、
無
難

な
デ
ザ
イ
ン
に
戻
し
ま
し
た
。
本
文
だ
け
が
下
の
ほ
う
に
行
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
っ
た
み
た
い
。
今
ま
で
苦
労
し
て
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
方
々
、
す
み
ま
せ

ん
。 

 

「
花
」
の
共
感
覚
色
の
件
で
す
が
、
画
像
の
添
付
で
は
な
く
、
色
を
言
葉
で
説

明
し
て
メ
ー
ル
し
て
い
た
だ
く
方
法
で
も
良
し
と
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
私
が

画
像
を
作
成
し
て
、
特
設
ペ
ー
ジ
に
載
せ
ま
す
の
で
、
あ
ま
り
に
違
う
場
合
は

お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い
。 

  

「
花
」
の
件 

  

二
〇
〇
九
年
七
月
二
十
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

「
花
」
の
件
で
す
が
、
色
々
な
「
花
」
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

 h
ttp

://w
w

w
.ij-a

rt-m
u

sic.co
m

/h
a
n

a
/ 

 

万
が
一
、
送
っ
た
の
に
、
僕
か
ら
の
返
信
が
な
く
、
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
再
度
メ
ー
ル
下
さ
い
。 

 
そ
れ
に
し
て
も
、
並
べ
る
だ
け
で
も
価
値
が
あ
り
ま
す
ね
。
美
し
い
で
す
。
わ

ざ
わ
ざ
色
紙
や
画
用
紙
に
描
い
て
下
さ
っ
た
方
も
い
て
、
嬉
し
い
で
す
。 
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時
々
、
共
感
覚
者
で
な
い
方
々
が
、「
花
」
と
い
う
漢
字
を
花
に
「
見
立
て
」
て
、

イ
メ
ー
ジ
や
連
想
だ
け
で
色
を
塗
り
、
送
っ
て
来
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
共
感
覚
者
の
勘
な
の
か
（
？
）
、
僕
の
能
力
な
の
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
だ

い
た
い
文
章
を
読
め
ば
、「
は
は
～
ん
、
こ
れ
は
共
感
覚
じ
ゃ
な
い
ぞ
」
と
い
う

の
が
読
み
取
れ
て
し
ま
い
、
ち
ょ
っ
と
イ
ジ
ワ
ル
な
（
？
）
質
問
を
投
げ
返
し

て
確
認
す
る
と
、
案
の
定
、
共
感
覚
者
で
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。
僕
に
指

摘
さ
れ
た
方
、
ご
め
ん
な
さ
い
・
・
・
。
悪
気
は
無
い
の
で
す
が
。
真
剣
に
取

り
組
み
た
い
芸
術
的
な
試
み
な
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。 

 

ち
な
み
に
、
本
当
に
共
感
覚
者
か
ど
う
か
は
、
相
手
の
顔
色
・
目
付
き
か
ら
は

簡
単
に
分
か
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
な
の
だ
が
、
相
手
の
メ
ー
ル
の
文
面
か
ら
で

も
、
本
当
に
共
感
覚
者
か
ど
う
か
が
読
み
取
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
。 

  

「
花
」
の
締
切
日
＆
説
明 

  

二
〇
〇
九
年
七
月
二
十
四
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

現
在
、
二
十
八
個
の
「
花
」
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
五
十
個
集
ま
る
か
、
七
月

三
十
一
日
（
の
二
十
四
時
）
が
来
る
か
し
た
ら
、
締
切
る
こ
と
に
し
ま
す
。（
た

だ
、
曲
に
は
使
わ
な
い
も
の
の
、
「
花
」
の
収
集
は
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。） 

最
初
に
た
く
さ
ん
来
た
の
で
、
五
十
個
ま
で
行
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

曲
に
使
わ
れ
た
い
方
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。 

 

そ
れ
か
ら
、
エ
ミ
さ
ん
の
花
の
説
明
で
す
。
ご
本
人
の
説
明
を
要
約
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「
私
に
と
っ
て
の
花
の
字
の
説
明
で
す
。
ま
ず
、
南
西
を
向
い
た
薄
紫
色
の
花

の
字
に
日
が
当
た
っ
て
、
う
し
ろ
に
花
の
影
が
で
き
て
い
ま
す
。
二
十
代
に
な

っ
た
今
で
も
、
い
つ
も
頭
の
中
で
、
影
の
上
に
行
っ
て
、
か
け
っ
こ
を
し
て
遊

ん
で
い
ま
す
。（
太
陽
の
位
置
に
よ
っ
て
、
影
も
動
き
ま
す
。） 

た
だ
、
普
段

は
字
を
南
東
か
ら
見
て
い
る
の
で
、
い
つ
も
文
章
の
中
で
花
の
字
が
出
て
き
た

ら
、
首
を
右
に
か
し
げ
た
り
、
本
を
右
端
か
ら
見
た
り
し
て
、
自
分
が
花
の
右

に
来
る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
う
い
う
、
方
角
の
決
ま
っ
て
い
る
漢
字
が
百
個
ぐ

ら
い
あ
り
ま
す
。
文
字
ご
と
に
あ
ま
り
に
も
方
角
が
違
う
と
、
苦
し
く
な
っ
て

文
字
が
読
め
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
仕
事
で
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。」 

 

こ
の
感
覚
や
行
動
は
、
今
ま
で
友
人
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
誰
に
も
理
解
さ
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
僕
や
他
の
共
感
覚
者
に
な
ら
分
か
る
か
ら
、
全
然
心
配

は
い
ら
な
い
の
で
す
。
少
な
く
と
も
僕
に
は
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
が
よ
く

分
か
る
。
仕
事
で
失
敗
し
て
も
、「
ミ
ス
」
と
は
違
う
の
だ
か
ら
、
気
に
す
る
こ

と
は
無
い
で
す
。
た
い
し
た
こ
と
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
こ
う
い
う
共

感
覚
を
持
ち
続
け
て
生
き
る
こ
と
は
、「
た
い
し
た
こ
と
」「
す
ば
ら
し
い
こ
と
」

で
す
。
実
に
美
し
い
も
の
で
す
。
い
つ
ま
で
も
か
け
っ
こ
し
て
遊
ん
で
下
さ
い
。 

 

他
に
も
、op

u
s

さ
ん
や
愛
さ
ん
の
よ
う
な
文
字
の
一
部
に
見
え
る
霧
状
の
模
様
、
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葵
さ
ん
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
模
様
な
ど
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
す
ば
ら
し
い
で

す
。 

  

過
去
の
ブ
ロ
グ
記
事
の
整
理 

  

二
〇
〇
九
年
七
月
二
十
七
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

過
去
の
ブ
ロ
グ
記
事
の
整
理
が
ず
っ
と
遅
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
以
下
の
ペ
ー

ジ
に
ま
と
め
ま
し
た
。
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
か
ら
も
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。 

 h
ttp

://w
w

w
.ij-a

rt-m
u

sic.co
m

/b
lo

g
lo

g
.h

tm
l 

 

「
花
」
も
ど
ん
ど
ん
集
ま
り
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
綺
麗
な
も
の
だ

と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
の
で
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
五
十
個
で
止
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
が
苦
し
い
で
す
。 

  

「
花
」
の
募
集
を
停
止
し
ま
し
た 

  

二
〇
〇
九
年
七
月
三
十
一
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

三
十
一
日
、
ち
ょ
う
ど
五
十
個
に
届
き
ま
し
た
。
募
集
を
停
止
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
、
綺
麗
な
「
花
」
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
一
人
だ
け
自
閉
症
の

男
性
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

で
は
、
作
曲
に
入
り
ま
す
。 

  

「
花
」
の
曲
の
掲
載 

  

二
〇
〇
九
年
八
月
十
二
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

「
花
」
の
曲
は
、
二
十
日
頃
に
掲
載
し
ま
す
。 

ま
た
、
掲
載
し
ま
し
た
ら
、
そ
の
曲
が
何
色
に
見
え
る
か
、
な
ど
に
つ
い
て
も

皆
さ
ん
同
士
で
比
べ
る
と
面
白
い
と
思
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
教
え
て
下
さ
い
。
元

の
皆
さ
ん
の
「
花
」
と
並
べ
て
、
ま
た
言
葉
や
絵
で
載
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

『
花 

～
共
感
覚
者
五
十
人
に
よ
る
～
』
を
掲
載
！ 

  

二
〇
〇
九
年
八
月
二
十
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 
「
花
」
の
曲
を
掲
載
し
ま
し
た
。w

m
v

形
式
の
映
像
も
載
せ
ま
し
た
。 

 

な
か
な
か
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 
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私
に
は
、
こ
の
曲
が
流
れ
終
わ
る
ま
で
に
、
五
十
人
の
「
花
」
の
色
全
て
が
見

え
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
言
葉
で
は
説
明
不
能
な
の
で
、
映
像
に
し
て
み
ま
し

た
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
私
も
含
め
て
、
普
通
、「
音
に
色
が
見
え
る
共
感
覚
」
を
お
持

ち
の
共
感
覚
者
は
、
一
つ
の
曲
や
各
単
位
に
対
し
て
お
お
ま
か
な
一
色
か
数
色

だ
け
を
答
え
る
わ
け
で
（
「
青
い
曲
」
「
赤
い
和
音
」
な
ど
）
、
逆
に
こ
う
し
て

5
0

個
も
使
っ
て
自
分
で
作
曲
し
て
み
る
と
、
か
な
り
「
色
と
り
ど
り
な
＝
や
や

こ
し
い
」
展
開
に
な
り
ま
し
た
。 

 

映
像
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
も
し
「
私
の
花
が
一
度
も
出
て
き
て
な
い
！
」
と
い

う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
教
え
て
下
さ
い
。（
無
視
し
た
わ
け
じ
ゃ
な

い
で
す
・
・
・
。） 

  

交
響
組
曲 

『
月
ノ
巡
リ
』 

（S
y
m

p
h

o
n

ic S
u

ite
 

“F
e
m

a
le

 M
e
n

stru
a
l 

C
y
cle

”） 

  

全
て
の
モ
デ
ル
女
性
及
び
岩
崎
純
一 

 

二
〇
一
〇
年
六
月
二
十
一
日 

起
筆 

 

二
〇
一
〇
年
七
月
二
十
四
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 

最
終
更
新 

 

岩
崎
以
外
の
全
て
の
参
加
者
は
、
当
該
楽
曲
の
た
め
身
体
を
用
い
て
ポ
ー
ズ

を
と
っ
て
お
り
、
こ
の
ポ
ー
ズ
は
著
作
権
が
発
生
す
る
「
舞
踊
又
は
無
言
劇
」（
著

作
権
法
第
十
条
第
一
項
）
に
該
当
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

全
て
の
著
作
者
の
著
作
者
人
格
権
を
侵
害
し
な
い
限
り
、C

C
 
B

Y
-N

C
-N

D
 

4
.0

 

   

●
作
曲
：
岩
崎
純
一 

 

●
ご
協
力
モ
デ
ル
様
（
二
〇
一
〇
年
現
在
）：
サ
イ
ト
を
ご
訪
問
下
さ
っ
た
十

八
～
三
十
一
歳
女
性
四
人
（
綾
乃
様
、Y

u
k

a

様
、
吉
川
り
せ
様
、
ポ
チ
子
様
。

増
加
予
定
） 

 

■
こ
の
交
響
組
曲
の
概
要 

■
対
象
と
す
る
女
性
、
及
び
ご
協
力
の
お
礼
に
つ
い
て 

■
作
曲
方
法 

■
試
聴 

 

■
こ
の
交
響
組
曲
の
概
要 

  

こ
の
作
曲
の
試
み
は
、
衣
服
を
着
た
女
性
を
目
視
す
る
と
そ
の
女
性
が
性
周

期
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か
（
排
卵
期
・
月
経
期
な
ど
）
が
分
か
る
感
覚
を
持
つ

私
が
、
サ
イ
ト
を
ご
訪
問
下
さ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
面
識
を
持
っ
た
知
人

女
性
の
皆
様
の
性
周
期
を
実
際
に
感
知
し
、
作
曲
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
試
み
で
あ

る
。
感
知
可
能
な
女
性
は
、
成
人
女
性
の
お
よ
そ
三
十
～
五
十
％
に
当
た
る
。 
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こ
の
感
覚
は
、
女
性
を
「
見
た
」
際
に
性
周
期
が
色
彩
（
視
覚
）
や
音
声
（
聴

覚
）
や
触
感
（
体
性
感
覚
）
な
ど
の
混
ざ
り
合
い
と
し
て
感
知
で
き
る
も
の
で

あ
る
た
め
、
生
理
学
上
で
脳
計
測
な
ど
に
よ
り
実
在
が
証
明
さ
れ
て
い
る
「
共

感
覚
」
の
一
種
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
観
点
か
ら
、
自
ら
暫
定
的
に
「
対

女
性
共
感
覚
」
と
名
付
け
て
い
る
。 

 

こ
の
感
覚
に
つ
い
て
、
著
書
の
中
で
告
白
し
て
い
る
ほ
か
、
大
学
の
共
感
覚

研
究
者
・
疫
学
者
・
看
護
師
・
昔
の
男
性
の
実
状
を
知
る
女
性
（
巫
女
・
年
配

女
性
な
ど
）
に
も
報
告
。
男
児
を
育
て
る
母
親
か
ら
も
ご
連
絡
を
頂
き
、
男
児

に
お
い
て
は
こ
の
感
覚
が
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
確
認
し
て

お
り
、
古
代
男
性
・
霊
長
類
の
オ
ス
に
も
こ
の
感
覚
が
か
な
り
普
遍
的
に
共
有

さ
れ
て
い
た
（
い
る
）
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。 

 

現
代
日
本
で
は
、
こ
の
感
覚
を
持
っ
て
い
な
が
ら
私
の
よ
う
に
比
較
的
一
般

的
な
社
会
生
活
を
送
っ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
定
型
発
達
の
成
人
男
性
は
、
ほ
と
ん

ど
い
な
い
か
、
社
会
か
ら
淘
汰
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
思
う
。
反
対
に
、
体

温
計
な
ど
の
高
度
技
術
な
き
太
古
社
会
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
成
人
男
性
は
こ

の
よ
う
な
性
的
能
力
を
自
然
に
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
他
の
動
物
の
オ
ス
に
太
刀

打
ち
な
ら
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
思
う
。 

 

こ
の
「
交
響
組
曲
」
は
、
私
の
こ
の
感
覚
を
芸
術
に
昇
華
す
る
試
み
で
あ
る

ほ
か
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
な
ど
の
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
の
仕
方
と
私
が
女
性
に

対
し
て
覚
え
る
共
感
覚
と
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
を
被
験
者
の
女
性
と
閲

覧
者
の
女
性
の
皆
様
に
、（
音
楽
作
品
と
し
て
鑑
賞
を
楽
し
み
な
が
ら
）
実
際
の

体
感
と
比
較
し
、
分
析
し
て
い
た
だ
く
試
み
も
兼
ね
て
い
る
。
性
質
上
、
学
術

性
と
芸
術
性
と
を
分
か
ち
が
た
く
、
公
開
方
法
は
ま
だ
暫
定
的
で
あ
る
。 

 

む
ろ
ん
、
こ
こ
に
載
せ
て
い
る
の
は
、
載
せ
る
許
可
を
下
さ
っ
た
女
性
に
つ

い
て
の
音
源
で
あ
る
た
め
、
か
な
り
偏
り
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
し

か
し
、
他
の
閲
覧
者
の
女
性
の
皆
様
が
同
性
と
し
て
「
こ
の
よ
う
に
聞
こ
え
て

い
る
の
か
」
と
予
想
を
付
け
て
下
さ
る
指
標
く
ら
い
に
は
な
る
と
思
う
。 

 

■
対
象
と
す
る
女
性
、
及
び
ご
協
力
の
お
礼
に
つ
い
て 

 

●
日
本
人
女
性
の
み
を
対
象
と
す
る
。
こ
こ
で
の
日
本
人
女
性
と
は
、「
日
本
語

が
母
語
（
日
本
列
島
が
故
郷
）
で
あ
る
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
有
す
る

身
体
の
女
性
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
っ
て
、「
日
本
国
籍
を
有
す
る
こ
と
」
や
「
日

本
に
居
住
す
る
こ
と
」
で
は
な
い
が
、
現
在
の
協
力
者
は
皆
、
日
本
国
籍
で
日

本
に
居
住
す
る
日
本
人
女
性
で
あ
る
。 

●
当
日
の
内
容
は
、
被
写
体
女
性
の
時
間
的
・
身
体
的
・
精
神
的
な
ご
都
合
に

沿
っ
て
決
め
て
い
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
謝
礼
な
ど
は
決
め
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

場
合
に
応
じ
て
お
車
代
・
謝
礼
な
ど
を
お
出
し
致
し
ま
す
。 

 

■
作
曲
方
法 

 

（
１
）
自
分
の
共
感
覚
で
見
え
て
い
る
女
性
の
月
経
・
排
卵
の
色
の
様
子
を
お

お
ま
か
に
ス
ケ
ッ
チ
す
る
。（
女
性
を
衣
服
の
上
か
ら
共
感
覚
で
目
視
す
る
も
の

の
、
な
る
べ
く
忠
実
に
裸
体
の
状
態
を
描
く
。） 
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（
２
）
楽
曲
編
成
・
楽
器
編
成
を
考
え
な
が
ら
、
細
部
を
忠
実
に
絵
や
言
葉
で

描
く
。 

 

（
３
）
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
を
音
に
写
し
取
る
。
和
声
法
・
対
位
法
・
管
弦
楽

法
な
ど
正
規
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
作
曲
理
論
と
管
弦
鍵
打
楽
器
で
表
現
し
う
る

月
経
・
排
卵
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
従
う
。
た
だ
し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
楽
器
の
音

で
忠
実
に
再
現
で
き
な
い
月
経
・
排
卵
の
様
子
は
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
用
い

て
再
現
す
る
。
こ
れ
は
、「
女
性
の
身
体
が
デ
ジ
タ
ル
音
・
電
子
音
を
発
し
て
い

る
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
究
極
の
ア
ナ
ロ
グ
世
界
で
あ
る
女
性
の
身
体
を

そ
の
ま
ま
再
現
す
る
こ
と
に
用
い
る
に
は
、
西
洋
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
理
論
と

楽
器
は
あ
ま
り
に
も
西
洋
白
人
本
位
の
デ
ジ
タ
ル
的
な
構
造
を
し
て
お
り
、
と

り
わ
け
日
本
人
女
性
の
性
周
期
を
あ
り
の
ま
ま
に
、
ア
ナ
ロ
グ
の
ま
ま
に
再
現

す
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
音
で
も
生
成
で
き
る
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
・
電
子
音
楽

技
術
を
使
う
し
か
な
い
」
と
の
姿
勢
か
ら
で
あ
る
。 

 m
id

i

シ
ン
セ
デ
ー
タ
、w

a
v
e

デ
ー
タ 
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（
４
）
完
成
し
た
音
楽
の
波
形
編
集
・
分
析
を
お
こ
な
っ
て
、
最
終
確
認
を
す

る
。（
稀
に
、
自
分
の
作
曲
し
た
音
楽
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
気
付
か
な
か
っ
た
排

卵
を
発
見
す
る
こ
と
が
あ
る
。
他
の
動
物
の
オ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ

ら
ず
と
も
、
本
能
的
に
感
覚
能
力
だ
け
で
そ
れ
を
発
見
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ

れ
る
。） 

 

 

■
試
聴 

 

性
周
期
の
図
（
ク
リ
ッ
ク
拡
大
）
。
各
曲
の
数
字
は
下
図
の
日
に
一
致
。 

M
e
n

stru
a

lC
y
cle

 

 

【

画

像

出

典

】 

h
ttp

://fr.w
ik

ip
e
d

ia
.o

rg
/w

ik
i/F

ich
ie

r:M
e
n

s
tru

a
lC

y
cle

.p
n

g
 

 

■
序
曲
（O

v
e
rtu

re

） 

 

録
音
中 

 

■
第
一
組
曲
（S

u
ite

 

１
） 

月
経
の
様
子 

２-

４  

交
響
組
曲 

『
月
ノ
巡
リ
』 

月
経
の
様
子 

３-

５  

交
響
組
曲 

『
月
ノ
巡
リ
』 

排
卵
の
様
子 

14  

交
響
組
曲 

『
月
ノ
巡
リ
』 

排
卵
の
様
子 
14  

交
響
組
曲 

『
月
ノ
巡
リ
』 
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排
卵
直
前
の
様
子 

12  

交
響
組
曲 

『
月
ノ
巡
リ
』 

 
■
第
二
組
曲
（S

u
ite

 

２
） 

卵
胞
期
半
ば 

６-

９  

交
響
組
曲 

『
月
ノ
巡
リ
』 

黄
体
期
半
ば 
21-

24  

交
響
組
曲 

『
月
ノ
巡
リ
』 

 

■
第
三
組
曲
（S

u
ite

 
３
） 

L
H

サ
ー
ジ
前
夜 

12  
交
響
組
曲 

『
月
ノ
巡
リ
』 

L
H

サ
ー
ジ 

13  

交
響
組
曲 
『
月
ノ
巡
リ
』 

 

引
き
続
き
制
作
中 

  

音
を
「
見
る
」
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い 
-  

「
共
感
覚
」
と
は
何
か 

- 

  

二
〇
一
〇
年
二
月
二
十
五
日 

起
筆 

 

二
〇
一
〇
年
五
月
七
日 

擱
筆 

 

二
〇
一
〇
年
十
月
一
日 

刊
行 

  

外
部
刊
行
者
が
刊
行
済
み
。「
音
楽
文
化
の
創
造
（C

M
C

）」
五
十
八
号 

特

集
「
音
楽
と
心
の
科
学
」（
公
益
財
団
法
人
音
楽
文
化
創
造
、
二
〇
一
〇
年
）
を

見
よ
。 

 

入
手
困
難
な
場
合
、
個
別
に
岩
崎
ま
で
問
い
合
わ
せ
よ
。 

  

以
下
、 

 

二
〇
一
〇
年
十
月
二
十
六
日 

起
筆 

 

二
〇
一
〇
年
十
一
月
五
日 

公
開 

 

二
〇
二
〇
年
八
月
二
日 

追
記
修
正 

  

な
お
、
こ
の
刊
行
物
内
で
は
、「
障
害
」
が
「
障
が
い
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、

岩
崎
の
当
該
論
文
に
お
い
て
も
「
障
が
い
」
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
公
益
財
団
法
人
音
楽
文
化
創
造
及
び
こ
れ
に
所
属
す
る
編
集
者
の
方
針
で
あ

る
。 

 

岩
崎
は
、
国
語
学
・
言
語
学
の
観
点
お
よ
び
自
身
の
著
作
・
執
筆
方
針
か
ら
、

「
障
害
」
と
表
記
し
続
け
て
お
り
、
こ
の
財
団
法
人
に
対
し
て
も
「
障
害
」
の

表
記
で
原
稿
を
提
出
し
た
が
、
「
障
害
」
は
「
障
が
い
」
の
表
記
へ
改
変
さ
れ
、

一
度
も
校
正
作
業
や
説
明
の
な
い
ま
ま
刊
行
さ
れ
た
。
改
変
の
事
実
は
、
刊
行

後
に
自
身
の
原
稿
部
分
を
読
ん
で
初
め
て
知
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

著
作
権
法
や
民
法
の
規
定
は
、
当
然
な
が
ら
一
財
団
法
人
の
意
思
や
方
針
に

優
先
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
公
益
財
団
法
人
音
楽
文
化
創
造
の
行
っ
た
行
為

は
、
著
作
権
法
違
反
及
び
民
法
違
反
で
あ
る
。
ま
た
、
一
般
財
団
法
人
の
公
益

認
定
等
に
係
る
諸
法
令
の
観
点
に
お
い
て
は
、
公
益
財
団
法
人
音
楽
文
化
創
造

の
行
っ
た
行
為
は
、
障
害
者
を
含
む
国
民
一
般
の
公
益
の
た
め
に
事
業
を
行
う

べ
き
公
益
財
団
法
人
と
し
て
の
責
務
を
欠
く
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
法
令

の
意
義
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。 

一
方
、
岩
崎
と
し
て
は
、
本
件
は
た
っ
た
一
文
字
を
め
ぐ
る
問
題
で
も
あ
り
、
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著
作
権
法
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
を
求
め
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
と
も
考
え

る
。 従

っ
て
、
岩
崎
は
公
益
財
団
法
人
音
楽
文
化
創
造
に
対
し
、
書
面
に
て
厳
重

に
抗
議
す
る
に
と
ど
め
て
い
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
同
財
団
か
ら
は
、
「
同
財
団
は
“
障
が
い
”
を
“
障
害
”
と

表
記
す
る
執
筆
者
を
差
別
主
義
的
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
誤
っ
た
表
記
の
一

方
的
な
訂
正
は
、
執
筆
者
に
対
す
る
親
切
な
教
育
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
」
旨

の
回
答
を
得
た
上
（
こ
の
回
答
は
、
原
稿
の
執
筆
依
頼
の
前
に
、
執
筆
者
に
対

し
、
そ
の
よ
う
な
方
針
で
あ
る
旨
を
知
ら
せ
ず
、
隠
し
て
著
作
物
を
改
変
し
刊

行
し
た
こ
と
と
矛
盾
し
て
い
る
）
、
本
件
に
関
す
る
同
財
団
の
法
令
違
反
の
意
識

の
保
持
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
岩
崎
は
こ
こ
に
経
緯
及
び
結
果
を
公
表

す
る
も
の
で
あ
る
。 

簡
単
な
が
ら
付
言
し
て
お
く
と
、
「
障
害
」
の
語
は
、
「d

iso
rd

e
r

」
の
翻
訳

語
と
し
て
、
深
い
吟
味
の
結
果
生
み
出
さ
れ
、
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
差

別
用
語
で
な
い
ば
か
り
か
、
「
障
碍
」
や
「
障
が
い
」
と
書
く
よ
り
も
正
し
い
。 

   

第
三
編 

三
十
歳
～
三
十
九
歳 

 

約
五
十
曲
分
のM

P
3

を
掲
載
し
ま
し
た
。 

 

二
〇
一
二
年
十
月
二
十
二
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

（
二
〇
一
八
年
七
月
十
五
日
追
記
：
現
在
、
岩
崎
の
旧
サ
イ
ト
の
内
容
は
『
全

集
』
に
収
録
。） 

  

サ
イ
ト
の
作
曲
・
音
楽
の
ペ
ー
ジ
に
、
私
が
作
曲
し
た
曲
の
試
聴
デ
ー
タ
を

載
せ
ま
し
た
。 

 

過
去
の
Ｃ
Ｄ
に
収
録
し
た
曲
や
映
像
に
付
け
た
曲
な
ど
、
権
利
関
係
上
、
音

質
を
落
と
し
て
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

 

個
人
的
な
ご
鑑
賞
の
範
囲
内
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
お

聴
き
に
な
る
な
ど
は
、
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。 

 h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/m

u
sic/ 

   



『岩崎純一全集』第七十六巻「芸術、文化、言語、文学（一の六）」 

59 

 

音楽（ダウンロード購入）御見積り・御注文フォーム 

 

 二〇一四年二月三日 起筆 

 二〇一四年二月二十七日 公開 

 二〇一七年六月十日 最終更新 

 

 

※ 既存曲のご購入には、このフォームのご使用が便利です。 

 

    音楽（ダウンロード購入）御見積り・御注文フォームのご使用方法 

    音楽（ダウンロード購入）御見積り・御注文フォームを使用する 

        1. 送信者の情報を入力する 

        2. ご希望の楽曲を選択する 

        3. その他のお問い合わせ内容を入力する 

        4. 送信内容を確認して送信する 

 

 

■御見積り・御注文フォームのご使用方法 

 

※ 当フォームの送信によりすぐに注文・課金処理がなされることはございません。 

（まずは見積書を発行させていただきます。） 

 

 ご注文後も、納品および納品書・請求書の発行まではご注文のキャンセルが可能です。 

 

◆ 楽曲の購入・使用のご要望、作曲・編曲のご依頼について 

◆ 試聴ページはこちらです。 

 

※ このフォームからの送信内容は、公式メール（学術関係、仕事のご依頼など）につい

てと個人メール（ご質問、私信など）についてにある私（岩崎純一）のアドレスのみに届

きます。 

 

※ このフォームを使わず、上記のメールアドレス宛てにご自由な文面・形式でお送りい

ただいても結構です。 

 

※ 私からの返信が受信されない場合は、お手数をおかけ致しますが、メールアドレスの

項目の注意事項をご確認の上、再度ご送信いただければ幸いです。 
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■御見積り・御注文フォームを使用する 

◆1. 送信者の情報を入力する 

 

◇ ご氏名 ※ 必須 

 

● ご本名をご入力下さい。 

（現在、匿名でのダウンロード販売には対応しておりません。ご了承下さい。） 

 

◇ メールアドレス（半角） ※ 一つ目は必須 

 

● 見積書を添付し返信させていただきますので、正確にご入力下さい。 

 

【お願い】返信メールが未達の方へ 

● ご使用の携帯端末やアドレスで、パソコンからのメールの受信を拒否設定にされてい

る場合、お手数をおかけ致しますが、解除していただくか、本サイトのアドレスからのメ

ールを指定受信して下さいますようお願い申し上げます。 

（返信が受信されないというお問い合わせを時々頂きますが、その原因のほとんどがこれ

です。） 

● このほか、アドレスの入力ミスも多く見られます。確実な送受信経験のあるアドレス

をここにコピー＆ペーストし、お差し支えなければ、その他のアドレス欄（下欄）もご入

力いただくことを推奨します。 

● それでも私からの返信が受信されない場合は、このフォームを使わず、岩崎のメール

アドレス宛てに直接お送りいただくか、Twitter や mixi のメッセージでお送り下さいます

ようお願い申し上げます。 

 

その他のメールアドレス 

（上記アドレスに返信できない場合、以下のアドレスに返信させていただきます。） 

 

 

◆2. ご希望の楽曲を選択する 

 

◇ ダウンロード購入希望楽曲（□にチェックを入れて下さい。何曲でも選択可。） ※ 必

須 

 

● 数字は順に、再生時間、単価（税込）です。 



『岩崎純一全集』第七十六巻「芸術、文化、言語、文学（一の六）」 

61 

 

● 試聴ページはこちらです。 

 

交響詩 

 

 交響詩 『刻燈』（こくとう） 第一楽章 「刻燈 一」 

8:27 150円 

 

 交響詩 『刻燈』（こくとう） 第二楽章 「風光 一 - 鶯 -」 

3:24 80円 

 

 交響詩 『刻燈』（こくとう） 第三楽章 「刻燈 二」 

8:55 150円 

 

 交響詩 『刻燈』（こくとう） 第四楽章 「風光 二 - 逍遙 -」 

4:05 100円 

 

 交響詩 『刻燈』（こくとう） 第五楽章 「刻燈 三」 

10:51 150円 

 

 交響詩 『月花欄干』 第一楽章 「或る哀愁に撓垂れて」 

2:51 80円 

 

 交響詩 『月花欄干』 第二楽章 「挿花の裾風」 

4:42 100円 

 

 交響詩 『月花欄干』 第三楽章 「月下に袖枕を和ふ」 

2:34 80円 

 

 交響詩 『月花欄干』 第四楽章 「綴れ舞」 

3:21 80円 

 

 交響詩 『月花欄干』 第五楽章 「白砂の汀に寂返る」 

8:52 150円 

 

 交響詩 『月花欄干』 第六楽章 「月花欄干」 

2:42 80円 
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幻想曲 

 

 『共感覚幻想曲』 第一楽章 

8:13 150円 

 

 『共感覚幻想曲』 第二楽章 

9:14 150円 

 

 『共感覚幻想曲』 第三楽章 

5:47 100円 

 

管弦楽曲・協奏曲・和楽器管弦楽曲 

 

 『紅梅の月影は夢幻（ゆめまぼろし）のごとく』 

2:50 80円 

 

 『冬、五つの幻想』 一 「時雨 - 夕されば -」 

2:04 80円 

 

 『冬、五つの幻想』 二 「落葉 - 枯木立にて -」 

3:45 80円 

 

 『冬、五つの幻想』 三 「霜夜 - 幻惑 -」 

5:17 100円 

 

 『冬、五つの幻想』 四 「丹頂 - 求愛の舞 -」 

2:46 80円 

 

 『冬、五つの幻想』 五 「雪花 - 白き体 -」 

3:06 80円 

 

 『夜半の眺め - 澪標の路の果てに寄せて -』 

10:34 150円 

 

 『夕麗』 
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8:47 150円 

 

 『序曲 - 桜花 -』 

1:31 80円 

 

 『終曲 - 花再び -』 

1:41 80円 

 

 『紅葉の朱』（もみじのあけ） 

2:23 80円 

 

 『秘密の葉』 

7:38 130円 

 

 『陰影への序章』 

6:42 130円 

 

室内楽曲 

 

 『朱華』（はねず） 

4:46 100円 

 

 『若菜』 

2:30 80円 

 

ピアノソロ（派生曲も掲載） 

 

 『子供たちのための小曲集 2』「童心 1」 

5:57 100円 

 

 『子供たちのための小曲集 2』「童心 2」 

2:00 80円 

 

 『子供たちのための小曲集 2』「跳ぶ」 

2:12 80円 
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 『子供たちのための小曲集 2』「時」 

2:11 80円 

 

 『子供たちのための小曲集 2』「夢 1」 

4:46 100円 

 

 『子供たちのための小曲集 2』「夢 2」 

2:36 80円 

 

 『子供たちのための小曲集 2』「夢 3」 

2:57 80円 

 

 『子供たちのための小曲集 1』「c」 

2:45 80円 

 

 『子供たちのための小曲集 1』「c#」 

3:07 80円 

 

 『子供たちのための小曲集 1』「d」 

3:15 80円 

 

 『子供たちのための小曲集 1』「d#」 

1:45 80円 

 

 『子供たちのための小曲集 1』「e」 

2:45 80円 

 

 『子供たちのための小曲集 1』「f」 

3:07 80円 

 

 『子供たちのための小曲集 1』「f#」 

3:15 80円 

 

 『子供たちのための小曲集 1』「g」 

1:45 80円 
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 『子供たちのための小曲集 1』「g#」 

2:45 80円 

 

 『子供たちのための小曲集 1』「a」 

3:07 80円 

 

 『子供たちのための小曲集 1』「a#」 

3:15 80円 

 

 『子供たちのための小曲集 1』「b」 

1:45 80円 

 

 『水の精の夢』 ピアノソロ 

5:27 100円 

 

 『水の精の夢』 合奏版 

4:38 100円 

 

 『紫清漣』（むらさきせいれん） 

2:03 80円 

 

民族音楽 

 

 『ガムラン・スケッチ』 

3:03 80円 

 

シンセサイザー 

 

 『Laanmmia』 

3:27 80円 

 

 『Horizontal Desire』 

5:31 100円 

 

ピアノ曲（派生曲も掲載） 
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 『雪肌詩』（ゆきはだのうた） ポップス調 

5:33 100円 

 

 『雪肌詩』（ゆきはだのうた） 管弦楽調 

5:33 100円 

 

 『Poeme de Petales I』 

7:38 130円 

 

 『Poeme de Petales I』 ピアノソロ 

7:35 130円 

 

ジャズ 

 

 『Carezza 9』（カレッツァ・ノーノ） 

3:53 80円 

 

 『Carezza 9』（カレッツァ・ノーノ） スローバージョン 

5:14 100円 

 

フュージョン 

 

 『Lovesick Moon』 

3:56 80円 

 

 『Sentimental Express』 

5:28 100円 

 

 『Tokyo Bay Side』 

7:03 130円 

 

 『Tokyo Skyscape』 

4:17 100円 

 

◆3. お問い合わせ内容を入力する 
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◇ お問い合わせがございましたら、お書き下さい。 ※ 任意 

 

 

◆4. 送信内容を確認して送信する 

 

● このボタンを押しても、まだ送信されません。次の画面で送信内容をご確認いただい

た後、「送信する」を押して下さい。 

 

※ IP アドレス・ホストを記録しております。マナーやモラルに反する不適切な内容の送

信はご遠慮下さい。 

 

 

メールフォームからの送信完了 

 

 送信は正常に完了しました。お問い合わせありがとうございました。 

 

●音楽（ダウンロード購入）御注文フォームへ戻る 
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音楽ダウンロードページ 

 

 二〇一四年二月三日 起筆 

 二〇一四年二月二十七日 ログインページとして提供開始 

 二〇一六年十月二十九日 最終更新 

 

※このたびはご注文いただき、誠にありがとうございます。 

 

楽曲の購入・使用のご要望、作曲・編曲のご依頼について 

 

▼ご注文いただいた音楽タイトルのファイル（MP3）をクリックし、納品書に記載された

IDおよびパスワードをご入力の上、ダウンロードをお願い致します。 

（ダウンロード方法は、ご使用のパソコンや携帯端末により異なりますので、お客様各位

でのご対応をお願い申し上げます。） 

 ↓ ↓ ↓ 

▼請求書に記載された入金先に、合計額をお振込み下さいますようお願い申し上げます。

また、領収書の発行については、上記のページをご覧下さいますようお願い申し上げます。 

（不明な点などございましたら、上記ページのアドレス宛てにメールをお送り下さいます

ようお願い申し上げます。） 

■MP3のダウンロード ※ご注文いただいていない楽曲はダウンロードできません。 

 

 

交響詩 

 

交響詩 『刻燈』（こくとう） 第一楽章 「刻燈 一」 

 

交響詩 『刻燈』（こくとう） 第二楽章 「風光 一 - 鶯 -」 

 

交響詩 『刻燈』（こくとう） 第三楽章 「刻燈 二」 

 

交響詩 『刻燈』（こくとう） 第四楽章 「風光 二 - 逍遙 -」 

 

交響詩 『刻燈』（こくとう） 第五楽章 「刻燈 三」 
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交響詩 『月花欄干』 第一楽章 「或る哀愁に撓垂れて」 

 

交響詩 『月花欄干』 第二楽章 「挿花の裾風」 

 

交響詩 『月花欄干』 第三楽章 「月下に袖枕を和ふ」 

 

交響詩 『月花欄干』 第四楽章 「綴れ舞」 

 

交響詩 『月花欄干』 第五楽章 「白砂の汀に寂返る」 

 

交響詩 『月花欄干』 第六楽章 「月花欄干」 

 

幻想曲 

 

『共感覚幻想曲』 第一楽章 

 

『共感覚幻想曲』 第二楽章 

 

『共感覚幻想曲』 第三楽章 

 

管弦楽曲・協奏曲・和楽器管弦楽曲 

 

『紅梅の月影は夢幻（ゆめまぼろし）のごとく』 

 

『冬、五つの幻想』 一 「時雨 - 夕されば -」 

 

『冬、五つの幻想』 二 「落葉 - 枯木立にて -」 

 

『冬、五つの幻想』 三 「霜夜 - 幻惑 -」 

 

『冬、五つの幻想』 四 「丹頂 - 求愛の舞 -」 

 

『冬、五つの幻想』 五 「雪花 - 白き体 -」 

 

『夜半の眺め - 澪標の路の果てに寄せて -』 
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『夕麗』 

 

『序曲 - 桜花 -』 

 

『終曲 - 花再び -』 

 

『紅葉の朱』（もみじのあけ） 

 

『秘密の葉』 

 

『陰影への序章』 

 

室内楽曲 

 

『朱華』（はねず） 

 

『若菜』 

 

ピアノソロ（派生曲も掲載） 

 

『子供たちのための小曲集 2』「童心 1」 

 

『子供たちのための小曲集 2』「童心 2」 

 

『子供たちのための小曲集 2』「跳ぶ」 

 

『子供たちのための小曲集 2』「時」 

 

『子供たちのための小曲集 2』「夢 1」 

 

『子供たちのための小曲集 2』「夢 2」 

 

『子供たちのための小曲集 2』「夢 3」 

 

『子供たちのための小曲集 1』「c」 

 



『岩崎純一全集』第七十六巻「芸術、文化、言語、文学（一の六）」 

71 

 

『子供たちのための小曲集 1』「c#」 

 

『子供たちのための小曲集 1』「d」 

 

『子供たちのための小曲集 1』「d#」 

 

『子供たちのための小曲集 1』「e」 

 

『子供たちのための小曲集 1』「f」 

 

『子供たちのための小曲集 1』「f#」 

 

『子供たちのための小曲集 1』「g」 

 

『子供たちのための小曲集 1』「g#」 

 

『子供たちのための小曲集 1』「a」 

 

『子供たちのための小曲集 1』「a#」 

 

『子供たちのための小曲集 1』「b」 

 

『水の精の夢』 ピアノソロ 

 

『水の精の夢』 合奏版 

 

『紫清漣』（むらさきせいれん） 

 

民族音楽 

 

『ガムラン・スケッチ』 

 

シンセサイザー 

 

『Laanmmia』 
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『Horizontal Desire』 

 

ピアノ曲（派生曲も掲載） 

 

『雪肌詩』（ゆきはだのうた） ポップス調 

 

『雪肌詩』（ゆきはだのうた） 管弦楽調 

 

『Poeme de Petales I』 

 

『Poeme de Petales I』 ピアノソロ 

 

ジャズ 

 

『Carezza 9』（カレッツァ・ノーノ） 

 

『Carezza 9』（カレッツァ・ノーノ） スローバージョン 

 

フュージョン 

 

『Lovesick Moon』 

 

『Sentimental Express』 

 

『Tokyo Bay Side』 

 

『Tokyo Skyscape』 
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音
楽
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
販
売
を
開
始 

 

二
〇
一
四
年
二
月
二
十
七
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

  

作
曲
・
音
楽
の
ペ
ー
ジ
（IJ

 A
R

T
 M

U
S

IC

）
に
て
音
楽
フ
ァ
イ
ル
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

以
下
の
フ
ォ
ー
ム
が
大
変
便
利
で
す
。 

 

過
去
の
Ｃ
Ｄ
の
収
録
曲
も
、
一
曲
ず
つ
（
１
５
０
円
以
下
）
ご
購
入
い
た
だ

け
ま
す
。 

 

作
曲
・
音
楽
の
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
（IJ
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R

T
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U
S
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） 

IJ
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R
T
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U

S
IC

 

 

音
楽
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
購
入
）
御
見
積
り
・
御
注
文
フ
ォ
ー
ム 

 

  


